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日時：平成 26 年 12 月 10 日（水） 13 時～ 

場所：ホテルクラウンパレス浜松
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①開会①開会①開会①開会    

司会：司会：司会：司会：浜松市浜松市浜松市浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 皆様、本日はお忙しいところ、多数のご臨席を

賜りまして、まことにありがとうございます。 

 ただいまより第３回三遠南信地域産学官人財

育成円卓会議を開会いたします。 

 私は、本日の司会進行を務めさせていただきま

す企画調整部長の寺田と申します。よろしくお願

いします。 

 それでは、まず、開会に当たりまして、主催者

を代表いたしまして、三遠南信地域連携ビジョン

推進会議会長 鈴木康友浜松市長よりごあいさ

つ申し上げます。 

  

②ＳＥＮＡ会長あいさつ②ＳＥＮＡ会長あいさつ②ＳＥＮＡ会長あいさつ②ＳＥＮＡ会長あいさつ    

ＳＥＮＡ会長ＳＥＮＡ会長ＳＥＮＡ会長ＳＥＮＡ会長／／／／浜松市長浜松市長浜松市長浜松市長    鈴木康友鈴木康友鈴木康友鈴木康友    氏氏氏氏    

 それでは、皆様、改めましてこんにちは。 

 本日は年末の大変ご多用の中を三遠南信地域

の各大学の学長の皆様を初め、地域企業の代表の

皆様、多くの皆様にこの円卓会議にお集まりをい

ただきまして、まことにありがとうございます。 

 また、日本学術会議会長であり、また、豊橋技

術科学大学の学長を務められております大西 

隆先生には大変ご多用の中を本日お越しいただ

きまして、この後、基調講演をいただくというこ

とで、本当にありがとうございます。 

 この三遠南信地域の連携につきましては、平成

20 年の３月に三遠南信地域連携ビジョンを策定

いたしまして、その年の 11 月には、そのビジョ

ンを推進するための組織として、通称ＳＥＮＡと

言われております、この連携ビジョン推進会議を

設置いたしまして、これまで取り組みをしてまい

りました。本年７月にはＳＥＮＡの体制を強化い

たしまして、また、会員も増えたということで、

今、35 市町村、そして、49 の商工会議所・商工

会等に会員として参加をしていただき、また、３

県の皆様にも参加をしていただくということで、

まさに県境を超えた広域連携としては日本でも

最も先進的な組織ではないかなというように考

えているところでございます。 

 昨年はこの第２回の円卓会議におきまして、各

地域の大学の連携でありますとか、あるいは行政

と経済界との協働の中で人財育成をしていくと

いうことで、具体的なアクションプランを皆様に

ご提案いたしまして、ご意見をちょうだいいたし

ました。今回は第３回となりまして、昨年からの

アクションプランの取り組みについての報告を

始め、皆さんと情報交換やご意見をいただくとい

うことを行っていきたいと思います。 

 また、今回、この円卓会議としては最終回とな

ります。 

今後の取り組みをどうしていくかということ

につきまして、会議後半に皆様からご意見をいた

だければというように思います。 

 限られた時間ではありますけれども、有意義な

会議にしていきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 どうもありがとうございました。 

  

 （拍手） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 続きまして、基調講演に移ります。 

 本日は、日本学術会議会長であり、豊橋技術科

学大学学長でもいらっしゃいます大西隆先生よ

り、「地域と大学が連携した人財育成」と題しま

して、お話をちょうだいいたします。 

 大西先生のご経歴を紹介させていただきます。 

 大西先生は、都市計画、国土計画がご専門で、

多くの審議会委員を初め、東日本大震災復興構想

会議委員として政策立案や震災復興にご尽力さ

れ、平成 23 年の 10 月には日本学術会議の会長に

就任され、本年 10 月より２期務められておりま

す。また、本年４月には豊橋技術科学大学の学長

に就任されております。 

 それでは、大西先生、よろしくお願いいたしま

す。 

  

③基③基③基③基調講演調講演調講演調講演    

「地域と大学が連携した人財育成」「地域と大学が連携した人財育成」「地域と大学が連携した人財育成」「地域と大学が連携した人財育成」    
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豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学    学長学長学長学長    大西大西大西大西隆隆隆隆    氏氏氏氏 

 ただいまご紹介いただきました豊橋技術科学

大学の大西です。円卓会議の私どももメンバーに

させていただいております。私はこの４月から豊

橋技術科学大学の学長になったものですから、皆

さんお一人お一人にごあいさつをしなければい

けないわけでありますけれども、始まりのところ

でばたばたして、高い席からごあいさつすること

をお許しいただきたいと思います。 

 三遠南信については、実は、豊橋技術科学大学

の学長に就任する遥か前からさまざまな形でか

かわらせていただきまして、大学の教師時代に、

学生を連れて田原市から飯田市まで、三遠南信、

全部というわけにはいきませんけれども、お訪ね

したこともあります。全てがそろっているといい

ますか、工業地帯あり、山岳地帯あり、農山村地

域ありということで、日本の１つの縮図ではない

かというように思ったわけであります。 

 特に、今日お伺いしている浜松は政令指定都市

で大都会でありますけれども、私が最初に学生時

代に調査した場所が水窪というところで、当時は

浜松市ではなかったのですけれども、今や浜松市

の一角になって、水窪が大都市の一角というのは

ちょっと不思議な気もしますけれども、ある意味

では、そういう地域を抱えることで都市の行政と

いうのが一歩大きくなったと。つまり、同じ市民

であります。「月」とか「空」とかいう名前の集

落がある場所で、水窪川が荒れるので、低いとこ

ろには住めないということで、上のほうに住むと

いうのが先人の知恵だったと思いますけれども、

そういうところの方も同じ市民としてサービス

を受けるということでありますから、市の行政は

大変ですけれども、そうやってカバーすることに

よって、今日の半分ぐらいの時間、人口減少の話

をさせていただくことになりますが、そういう時

代にどう備えるか、国だけではなかなかそこまで

政策が行き届かないということでありましょう

から、各自治体の行政というのが重要になってく

ると。その中で、地域の大学もできることがあれ

ば、一緒に協力して、人財育成はもとより、いろ

いろな大学の持っている知恵もお出しして、成果

を上げていくことができればいいというように

思っています。 

 本学・豊橋技術科学大学もいろいろな活動をし

ていますけれども、地域連携というのも大きな柱

にしています。具体的には、ちょうど昨日も南海

トラフの地震が起こったときに、豊橋市の場合に

は、太平洋岸のところは海岸段丘があって、津波

が来ても、それなりに対抗できる自然の地形があ

るわけですけれども、臨海部というか、港の近く、

ここは低いわけでして、そこに回り込んできた津

波の影響というのは避けられないのではないか

ということで、防災・減災をどうしていくかとい

うシンポジウムを開いたわけです。そうした災害

対策、それから地元の農業、私ども工学系の大学

で、農学部はないのですけれども、施設園芸、こ

れを工学の情報の技術を応用して、制御しながら

やっていくという、そういうことを考えていまし

て、プラントもつくっているわけですけれども、

地元の施設園芸の方々にさまざまな研修プログ

ラムを受講していただいて、新しいタイプの農業

の普及させる１つの推進力になっているという

ようなことで、地域連携ということについても１

つの柱と考えています。ぜひ多くの他の大学の皆

さんと一緒に、こうした分野でも、これからさま

ざまな活動をしていきたいと考えています。 

 今日、「地域と大学が連携した人財育成」とい

うお題をいただいています。まだ来て１年たちま

せんので、地域という面で十分なお話ができない

かと思いますが、自分のこれまでやってきた国土

計画の話題なども前半のほうに少し入れて、話を

させていただきます。 

 人口減少時代、これはもう皆さん、余りいい話

題としてではないかもしれませんけれども、毎日

のように聞くことではありまして、非常に厳しい

時代が来るということであります。大学もしかり

で、後のほうで少し出させていただきますが、今

日、文部科学省の小谷さんもいらっしゃいますけ

れども、今、私ども国立大学では運営費交付金で

支えていただいているわけです。全国で 1.1 兆円
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ぐらいの規模の運営費交付金があります。ただ将

来の人口、特に 18 歳人口、これも相当減ってい

くと。今年入学式であいさつをしましたが、今、

私どもは、二十の子供が高専からやってくるのが

メーンですけれども、同世代には 120 数万人、１

年で生まれた学生がいるわけですが、2031 年に

100 万人を切ると言われている。それから、2060

年になると 60 万人ぐらい。現在の半分ぐらいに

なるということであります。進学率がどうなるか

とか、私立と国公立の分担割合がどうなるかとか、

いろいろ不確定要素がありますが、単純に今のま

までいけば、全て半分ぐらいになってしまうとい

うことになるわけで、運営費交付金が維持できる

のかどうかとか、あるいは入学者がそれなりにい

るかどうか。人口にまつわる将来というのは、現

状を固定的に考えることのできない、相当厳しい

時代であります。 

 総人口についても、このグラフで私はよくお話

をさせていただきますが、３つのポイントがあり

ます。この真ん中の山形のグラフというのは、総

人口が、まさに今をピークに減少していくことを

表しています。ちょうど真ん中あたりが現在であ

ります。本当は 2010 年の国勢調査で 2005 年に比

べて減少するということが記録されるはずだっ

たのですけれども、たしか 30 万人ぐらい多かっ

たわけです。ですから、国勢調査という最も正確

な人口統計で減少が記録されるのはおそらく、来

年の 2015 年の国勢調査ではないかと言われてい

ます。 

 ただ、いろいろな住民基本台帳ベースを加味し

た予測では、こうした右肩下がりが明らかに想定

されていまして、このグラフは 2110 年まで描い

てありますが、ここで終わるわけではなくて、こ

れを延ばしていくとどんどん下がっていきます。

単純に、あとは出生率を掛けていくだけですから、

1000 年ぐらいすると日本人はほとんどいなくな

るという計算になるということです。 

 かなりそれは大変なことでありまして、どこか

でこれが逆転する、あるいは少なくても安定する

ということが必要だというように思っています。

ここについてもいろいろな議論があることは承

知しています。それぞれ親に当たる世代の選択な

ので、人口について、政策が介入すべきではない

という議論もあることも知っておりますが、ちょ

っと後で申し上げるように、若い人の希望が実現

できていないということ。希望を実現するだけで

も安定化が図れるというデータもありますので、

少なくてもそういう合意はできるのではないか、

希望を実現するような政策ということが必要で

はないかというように考えるわけであります。 

 しかし、それが功を奏するには、少し時間がか

かります。したがって、しばらくの間、ある程度、

この下降カーブに沿って減少していくのは避け

られない。政府は 2050 年に１億人をキープする

というように言っていますが、恐らくそれは少し

難しいのかもしれないと思ったりしています。 

 このグラフで緑の左下から右に延びていくの

が、老年従属人口指数という指数であります。こ

れは、分子に 65 歳以上の人口をとりまして、分

母に 15 歳から 64 歳の人口をとって、割り算をし

て 100 倍してつくって、右目盛りで読んでいただ

くようになっています。一番左のグラフの目盛り

は 1884 年になっているかと思います。とにかく

明治の割と早目のころから 2110 年まで、長い間

をこのグラフに表現していますが、この緑のグラ

フはずっと横ばいで来た。それが 1970 年ぐらい

から立ち上がって、今世紀の終わりには 84～5 歳

まで上っていくということであります。 

 したがって、明治から 1970 年代ぐらいまでは

日本の社会というのは、15 歳から 64 歳までの人

が大体 11 人いると、そこに別に１人、65 歳以上

の人がいるということで、65 歳以上の人を高齢者

と人口学的には言っているわけですが、それはむ

ちゃくちゃ珍しいというわけではありませんけ

れども、それほどたくさんはいなかった。11 人に

対して１人という社会であったものが、今世紀の

後半には、15 歳から 64 歳までの人が 10 人いる

と、それとは別に 8.5 人ほど 65 歳以上の人がい

るということで、65 歳以上の人がそのときに介護

が必要だということではないと思いますが、もし



- 4 - 

 

仮に高齢者に 15 歳から 64 歳までの人がマンツー

マンでケアするということになると、ほかの仕事

をする人は、10 人の中で 1.5 人しかいなくなると

いうことで、まさに超高齢社会になるということ

であります。 

 もう一つ、真ん中あたりに青と赤でグラフが２

本描いてあります。この２つの線は、人口問題の

もう一つの特徴である一極集中をあらわしてい

ます。一極集中というのは、東京圏といわれる、

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県の１都３県に

人が集中しているということです。かつては日本

では四大工業地帯といいまして、ご承知のように、

東京、中京圏、京阪神、それから、北九州と４つ

の工業地帯がある。しかし、三大都市圏という言

葉がそれにかわってきました。九州が落ちたとい

うことです。瞬間風速的に二眼レフという時代が

ありました。東京と大阪、２つの拠点があった。

しかし、それは本当に数年で、一極集中という時

代が 1980 年代ぐらいから始まってきたというこ

とであります。 

 子細に見ると、特に京阪神圏の落ち込みが非常

に激しくて、勢いからすると、むしろ中京、名古

屋を中心とした都市圏のほうが勢いがあるとい

う時代になって、しかし、東京の勢いにはどこも

敵わないということで一極集中になってきたわ

けですが、この青のほうが１都３県の全国に占め

る人口のシェアをあらわしています。これも右の

目盛りで読んでいただくのですが、2040 年には

30％を超えるという勢いになっています。途中で

折れ曲がっていますから、1960 年代ごろの集中の

勢いのほうがよほど激しかったわけですが、それ

に比べると少し寝ているのですけれども、まだ延

びていくと。したがって、人口問題で一極集中が

問題だという指摘があるのは、これを根拠にして

いるということであります。 

 ただし、赤ですね。その下に赤のグラフがあり

ます。これは何かというと、その１都３県の人口

そのものをあらわしたグラフで、左目盛りで読ん

でいただきます。パーセントを実数で表記したも

のですが、変化を見ると、この１都３県の総人口

というのは、2020 年ぐらいをピークにして減少し

て、右肩下がりに転じているということがわかり

ます。当然、日本全体の人口、上の青い山形のグ

ラフに対応して、こういう傾向が生まれるという

ことなのですが、これが結構重大であります。 

 つまり、一極集中がなぜ悪いかというと、大き

く２つ、指摘があると思います。１つは、東京と

ほかの地域のアンバランスという問題です。もう

一つは、集中する東京に過密問題が起こるという

こと。一方で、人口が流出する地方で過疎問題が

起こる。この過密と過疎問題、これは過ぎている

わけですから、対策、解決策が要るということに

なる。最も合理的な解決策は、過密から過疎に向

かって人を移せば、両方同時に解決できるのでは

ないか。これは日本の政策として長く考えの基礎

にあって、取り入れられてきたものであります。 

 具体的な施策が工場の分散、あるいは私ども大

学の分散といいますか、大都市集中の抑制であり

ました。こういう政策は今世紀の初め、2000 年代

のごく初めの時期まで形の上では続いていたわ

けですが、今はすっかりなくなりました。 

 例えば、工業に対する振興策を経済産業省が考

えるときに、昔は誘導する地域というのは大都市

以外、なかんずく１都３県以外を対象としていた

わけですが、現在は工業の振興政策はオールジャ

パン、条件がかなえば、どこでも振興するという

ように変わってきています。 

 なぜそうなったかといえば、工業だけについて

言うと、対外的な競争力、国際競争力が問題であ

って、立地に一番適した場所でなければだめだと。

そこは立地してはいけなくて、地方に立地しろと

いうように言えば、その工場は海外に行ってしま

うということで、とにかく日本の中で立地の最適

な場所に工場をつくる。でないと、もっと外に強

敵がいるという時代になったということであり

ます。 

 それと同時に、過密問題というのが、この赤い

グラフにあらわされるように、緩和されてきた、

あるいはこれから緩和されていくという、そうい

うことになってきたわけです。過密の弊害という
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と、住宅難あるいは交通混雑、鉄道の混雑という

ことに端的にあらわれるわけですが、人がそれほ

ど多くない、特にサラリーマンに当たるような働

く世代が減っていけば、相対的にそういう問題が

緩和されてくる。ある意味で東京が住みやすくな

る時代です。 

 そういう時代に過密大都市が問題だと言って

もなかなか迫力が出てこない。過疎は進行するの

で、地方からの叫びは切実であっても、東京の立

場から考えれば、もっと実は収容できるのだと、

そういうキャパシティーがあるという議論にな

るわけです。したがって、過密・過疎問題は、私

は様相が変わってくるというように考えていま

す。 

 以上のような３つの要素というのを含んでい

るわけですが、こういう問題を考えるときに、こ

れからの人口問題については、私は適応策と緩和

策、その２つを区別しながら、両方適用していく

という、両方実施していくということが必要では

ないかということで、適応策と緩和策という２つ

の考え方というのが重要だというように思って

います。 

 適応策というのは、人口減少を認めて、その上

で何をするかということ。人口減少社会は避けら

れないとして、社会のあり方をそれに適応させる

という考え方であります。 

緩和策というのは、正面からこの人口減少に対

応する、対抗するということですから、合計特殊

出生率、出生率を回復させて人口安定社会を実現

すると。人口を回復するということですね。この

両方が必要であると。もちろん緩和策が特に重要

なのですが、先ほど申し上げたように、すぐには

恐らく緩和することは容易でないということで、

どうしても人口が減っていく時代というのがこ

れから来るということです。国勢調査的には来年

からそれが数字の上でも始まって、統計調査の上

でも始まって、数十年間続くということ。最盛期

には毎年 100 万人ぐらいずつ減っていくという、

極端な人口減少というのが避けられないと将来

予測は示しているわけです。 

 したがって、この適応策、今はまだこれが本当

に必要だというのは過疎地に限られているので

すが、もっと広い範囲で、この人口減少に対応し

たまちづくり、社会づくりというのが必要になる。

今日はその幾つかしか申し上げませんけれども、

例えば、コンパクトシティというのもここに対応

する、つまり人口が減って密度が下がっていった

ときに、やはりみんなが集まって住む、そういう

工夫をしていく必要があるとか、公助から自助、

共助というのは、公に頼るだけではなくて、地域

社会を維持して、そこがお互い助け合うというこ

とも必要だとかというものがここに入ります。 

 緩和策は、人口減少に真正面から対抗するわけ

ですが、いろいろなことをこれまでやってきてい

ますので、それではうまくいかなかったという前

提に立つと、相当今までにない、今までの考え方

とは違うやり方でこれに挑まなければいけない

ということではないかと思います。 

 断片的ですが幾つか紹介しますと、このコンパ

クトシティというのは既に有名になっているも

ので、三遠南信地域ではありませんけれども、も

う少し北の富山県の富山市がこれを提唱して、長

くコンパクトシティの推進市ということになっ

てきました。 

 富山市が政策として述べていたことを要約す

ると、２つ特徴があります。もちろん余り人口密

度を下げない、ご承知のように、富山市というの

はもともと住宅事情がいい、住宅に恵まれている

ところで、結婚するには 100 坪ぐらいの敷地の屋

敷を構えないとお嫁さんが来てくれないと言わ

れていた、今でも言われているような土地柄です。

なかなかそれは富山市の人にとっても大変なの

で、若いころに借金したり、親の敷地の一部を使

って、とにかく屋敷を構える。そのためには、勢

いそのゆったりした郊外に市街地が拡大してい

く。郊外居住で移動は車に頼るという、ある意味

で欧米、特にアメリカあるいはオーストラリア型

の生活スタイルというのが富山市の特徴だ。 

 しかし、10 年ぐらい前に、このまま続けていく

と市街地がすかすかになってしまう。例えば、道
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路の補修をしても、その道路を使ってくれる人が

どんどん減っていく。非常に行政が非効率になる

のではないか、あるいは訪問型の行政で、移動に

ばっかり時間を奪われて、実際のサービスという

のが１日に幾つもできなくなる。そういうことか

ら、今までのやり方を大きく変えて、郊外に区画

整理を広げていくのではなくて、中にもう一回

人々に戻ってもらおうというのです。 

 そのために、一定の地域に住宅を建てるときに

は補助金を出すとかいうことをやっていこうと

いうのがコンパクトシティですが、この左の富山

市の地図の上に丸がたくさん描いてありますが、

富山市の特徴は、１カ所に集まれということでは

なくて、たくさんその拠点になる場所がある。こ

れはたまたま鉄道の駅があったり、バスの基幹的

な停留所の周りであったりするわけですが、そう

いうところに集まってもらうということで、１カ

所に集まれということではないというのが富山

市の主張でありました。 

 これはそのことをポンチ絵化したもので、１カ

所ではなくて、多角的なコンパクトだ。かつ全員

が集まれということではなくて、市民の４割程度

が住んでくれればいいというのも１つのメッセ

ージで、私は、これが現実的な提案かなと思って

いたわけですが、しかし、これが国の政策になる

までに 10 年かかりました。ようやく今年、都市

再生特別措置法が改正されて、こういう富山市的

なコンパクトシティというのを全国に普及させ

ていこうという舵が切られたところであります。 

 国のポンチ絵の中でも、１カ所ではなくて、こ

のピンクの場所が何カ所か示されていますが、１

つの市の中に幾つも拠点があっていいと。柔軟な

コンパクト化ということであります。 

 そのときに安全なまちづくりという考え方も

必要だ。これまで、どうしても人口増加の時代に、

あるいは都市化が旺盛な時代に無理をして市街

地をつくってきた。従来、危険だと言い伝えられ

てきた場所も開発用地として開発して、河川の氾

濫域とか、あるいは海岸の近くとか、傾斜地の下

とか、切り盛りをした場所とか、いろいろなとこ

ろに人が住み着いてきたわけですが、やはりそう

いうところが自然災害に弱いということは、よく

実証されるということになっています。 

 したがって、コンパクトにする、市街地の縮小

再編の時代には、できればそういう危険な場所か

ら撤収して、より安全な場所に集まるということ

が望ましいのではないかということであります。

まとまって住むということと、できれば危険な場

所を避けるということであります。これは口で言

うほど簡単ではありません。東日本大震災の被災

地、特にリアス式海岸の岩手県、宮城県の被災地

では、ご承知のように、集落の高台移転というの

が行われています。結局、三百数十カ所で行うと

いうことになりました。三百数十カ所で行うとい

うことは、１つ１つはごく小さな、数十の単位で

あります。 

 議論としては、この際、少しみんなが集まって、

例えば、小学校、中学校を核として、みんなでそ

の高台の同じ場所に移転して、集落を大きくして

はどうかという提案も私もしましたし、いろいろ

なそういう提案があったわけですが、結果として、

やはり集落単位で議論していろいろなことを決

めるので、適当な裏山があるということになって、

それぞれが行き先を見つけて、今、事業が三百数

十カ所で行われようとしている。 

 一旦、そこに集落ができた場合に、果たしてど

のくらいの人が戻ってきて住むのか。さらに、10

年、20 年たったときに、どのくらいの人が残って

いるのか、非常に不安に思われています。長期的

に集落が維持できないのではないか、次の再編と

いうのが必至なのではないかと指摘されていま

す。 

 だから、少しコンパクトにするということは言

うほど簡単ではないということでありまして、非

常に厳しい中での１つの機会を得た津波被災地

でも、なかなかそれはできていないということで

あります。コンパクトと安全を組み合わせるとい

うのも１つの知恵で、これは長い計画の中で持続

的にこういうことを進めていかないと、一朝一夕

にはできない。それぞれの建物、施設の建てかえ
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時期にあわせて適切な場所に誘導していくとい

うことが必要だということではないかと思いま

す。 

 適応策はもっといろいろ考えられて、人口減少

社会を認めて、どうそれに適応していくのか。こ

ういうように言えば、適応策は割と当たり前のこ

とのようですが、私も自治体の皆さんと長くつき

合ってきました。今日、首長さんもたくさんいら

っしゃいますけれども、この人口が減少するとい

うことをなかなか公言しにくいのですね。自治体

の一番重要な施策、計画に基本構想というのがあ

ります。今は義務化ではなくなりましたが、従来

は、これは義務として基本構想をつくることにな

っていた。そのもとで基本計画、長期的な計画を

つくる。行政をその計画に基づいて進めるという

のが１つのやり方でしたけれども、そういう計画

書の最初のほうのページに「人口の予測」という

のが大概あったわけですね。人口というのは代理

変数と言われます。つまり、全ての行政需要、行

政需要だけではありませんが、さまざまな需要の

源は、結局人である。だから、人がどのくらい住

むのかということは、行政にとって物すごく重要

な指標であります。それを最初に定めて、従来で

あれば右肩上がりなので、「我が市の施策は、こ

ういうようにいろいろなことをやらなければい

けない。市街地も拡大していく必要がある。」と

いうように言っていたわけですが、ある時期から、

この基本構想に人口予測の指標が出てこなくな

った。全く将来の人口については触れずに計画が

始まるという市もあらわれました。 

 これは、ある意味では、全く方向なく、手探り

で行政が行われているということに等しいので

すが、もし最初のページに載せれば、だんだんそ

れが右肩下がりの絵になる。今よりも将来、行政

需要が減るということになると、なかなか力が入

らない、迫力がないということで、そういうやり

方がいつの間にか避けられるようになって、よく

わからない計画がふえてきたのではないか。今日

お集まりの首長さんたちのところは違うと思い

ますけれども、一般的な傾向として、そういうよ

うになってきたわけです。 

 したがって、この人口減少を認めて、その上で

何をするかというように、ある面で開き直って考

えていくということは、自治体にとって大胆なこ

とかもしれません。しかし、それをやらないとい

けなくなってきた。もちろん、それだけだと最後

はゼロになるということになるので、適応策を実

施すれば、緩和策を強化するというのもあわせて

必要になります。 

 緩和策というのは、まさに多様な政策によって

出生率を向上させるということでありますから、

真正面から人口問題に取り組むわけです。これま

でももちろんやってきたのですね。例えば、小学

生、中学生の児童生徒の医療費を無料にするとか

いうことはいろいろやられて、子供を持つ家庭に

対して支援をするという政策はいろいろとられ

てきたと思います。中には住宅に力を入れて、子

供を持っている、あるいは持つ世代の人を優先的

に自治体が開発した住宅に入れて、それなりの低

家賃で住んでもらうということで、活きのいい世

代を集めているという自治体もあります。いろい

ろなことが行われてきたわけですが、やはり局地

的に子供がいる家庭を集めても、都市圏全体とし

ては減っているということでは意味がないので、

やはりかなり広域、三遠南信がイコール生活圏と

いうようにはなっていないと思いますが、その中

に幾つかの生活圏があると思いますが、そうした

生活圏の中で効果を発揮しないといけないので

はないか。 

 そういうことについては、ほとんどのところが

成功していません。だから、これまでのやり方で

はだめだということ。もっと迫力のあるやり方を

とらないと、あるいは訴える力のあるやり方をと

らないと緩和策は効果を上げないというように

考えなければいけない。 

 これは私見でありまして、昨日もあるところで

話したら、この考えだけは納得できないと言われ

ましたので、皆さんの中にも、これから話すこと

については、ちょっとおかしいのではなかいと言

われる方もいらっしゃるかもしれません。それは
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甘んじて受けて、これから議論していかないとい

けないと思いますが、例えば、20 代、30 代前半、

これは子づくりができる子育ての世代です。ここ

は生物としての人間、変わらないのですね。寿命

が幾ら伸びても 70 歳から子供をつくって育てる

ということにはなりません。20 代、30 代は、そ

ういう意味では重要な時期。 

 ですけれども、これは人生のほかの意味でも重

要で、まさにここが競争で、リードするチャンス

でもあって、みんな頑張って働く時期でもあるの

ですね。どうもやはりそのことが子づくり・子育

てに悪い影響を与えているのではないかという

ことで、20 代、30 代のワーク・ライフ・バラン

スの生活と仕事のバランスの生活、Ｌを重視した

制度を考える必要がある。 

 労働時間を短縮する。休日を増加し、残業を禁

止する。テレワークの促進。テレワークというの

は、在宅でも働けるということなのですが、そう

いうようにして、家庭をつくって子供を育ててい

くというところの時間をもっととって、しかし、

全然働かないというわけにはいかないので、一定

の労働は行うのだけれども、過度な競争はこの時

期は行わない。そのかわり、30 代後半ぐらいで次

のステップに入ると。その次のステップは、子供

もある程度自立したので、本格的に働き出すとい

うことであります。だから、10 年から 15 年遅く

スタートするので、70 歳ぐらいまで、寿命も伸び

ているので、少し長い期間、働いてはどうかとい

うことで、人生、少し先にその労働は延ばすとい

うことであります。 

 40 歳ぐらいから本格的に働き出した人が、余り

そこでしゃかりきになって競争するという気に

もなれないということなので、職場のあり方もフ

ラット化して、それぞれが自分の総体的に得意な

こと、やりたいことを生かして専門分化を進めて、

その専門分化によるそれぞれの専門分野のパフ

ォーマンスをもとに評価を行うということで、み

んながトップを目指せばいいのではないかと。そ

れぞれのやり方がある。 

 考えてみると、大学というのがそうでありまし

て、私どもの大学でも、学長が一番偉いと思って

いる人は一人もいないわけです。気の毒な人だな

とみんな思っているわけでありまして、それぞれ

先生は好きな研究をしている。そこで業績を上げ

れば満足する。幸い、それなりの生活ができると

いうこともありますが、基本的には自分の好きな

ことを研究するということに生きがいを見出し

て、たまたま運の悪い人が管理職になっていると

いうことであります。 

 ただ、世の中全体は必ずしもそうではなくて、

好きなことをずっとやれるわけではないという

ことなので、もう少し好きなことをじっくりやれ

る、そういう社会にしていくということも必要だ

ということで、子づくり・子育期の制度化、定年

70 歳、職場のフラット化というようなことを通じ

て、子づくり・子育てしやすい社会環境を整える

という、そういうことを従来にないやり方で進め

るということが必要なのではないか。 

 今、緩和策を申し上げましたけれども、こうい

う緩和策に対して、子供をつくるとか育てるとい

うことに、自治体を含めて、行政、公的機関が介

入するのはおかしいという議論があることは承

知しています。ただ、いろいろな統計の中で、こ

れは国の研究機関の統計でありますけれども、結

婚している人、若い世代ですね、平均すると 2.5

人ぐらい子供が欲しいという調査結果がありま

す。この希望する子供の数、これが減ってきてい

るので心配ですが、まだそのくらい。実際には 1.4

人しか産んでいないのですね。１人ぐらいの開き

がある。この希望を実現するだけでも、2.5 人に

なれば人口は安定化する、少し増えるということ

になります。 

 それから、結婚しない、晩婚化、これも少子化

の原因だと言われていますが、若い人が結婚した

くないと思っているわけではなくて、そういう人

も増えているのですけれども、結婚したいと思っ

ている人もいると、その中で、やはり経済的事情

等により結婚できないということもあるわけで

すね。あるいは自己実現のために、やはりそちら

を犠牲にして、自分の好きなことをもっとやりた
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いという人もいる。だから、結婚したいという希

望が素直に実現できるような社会にすることに

よって、その有配偶者率というのは上がると。か

つ、そういう人たちの子供を産みたいという希望

を実現すれば、2.5 人ぐらいの出生率に到達する

ことができるということであります。 

 したがって、無理に子供をつくってもらう、「産

めよ、ふやせよ」ということではなくて、希望を

実現する社会ということで相当な緩和が図られ

る今、どうして希望が実現できていないのかとい

うことに、より鋭くメスを入れるということが必

要なのではないかというように考えているわけ

であります。もちろん今日お見えの自治体の皆様、

いろいろな政策をやっておられると思うのです

が、数字を見れば、効果が足りないということな

ので、さらに何ができるか、考える必要があると

いうことではないかと思います。 

 ３つ目に、東京と地方の話をしましたが、東京

から地方へというのはなかなか難しいというこ

とで、地方圏をどうやって自立的に振興させてい

くのかということが問われるということであり

ます。 

 私は、地方の振興というのは、非常に単純に言

えば、雇用機会がとにかく重要だと。やはり働く

場がなければ住めないわけです。多様な魅力のあ

る働く場があればなおいいわけですが、そのため

には、やはり競争力のある産業がなければいけな

いということなのですね。だから、全ての地域が、

いかに自分の地域が一番優れているのだという

競争力のある産業、雇用機会というのをつくって

いくということが必要だ。そういう考え方を、少

し先にありますが、基幹産業論という伝統的な考

え方に依拠して考えてみました。 

 要するに、産業というのは二種類あるのだと。

少し大胆ですが、つまり、対外的競争力があって、

人に、地域の外にものを売れるような、そういう

産業と、地域の中に専ら需要がある産業の二種類

の産業に分けて、外に売れる、外貨を獲得する、

これは外国ということでなくてもいいわけです

が、日本の中で他の地域の人が買いに来たり、あ

るいはサービスを受けにくる、そういう産業を持

つということは、地域の発展に必須かということ

であります。 

 それを基幹産業といって、そういうことを提唱

した人の一人にジェーン・ジェイコブスという都

市経済学者がいて、デトロイトがどうして発展し

たのかという分析をして一冊の本を著したわけ

です。自動車産業の雄に一時代なったわけですが、

それはどういういきさつでなったのか、つまり、

基幹産業をどうやって生み出して、さらにそれを

継続的に次々と生み出してきたのか。自動車に至

る基幹産業の連鎖ということを描いたわけです。

この考え方は、日本の多くの都市に適用できると

いうように私は考えています。 

 このスライドに戻るわけですが、「技術立国の

原点に帰る」と書きました。では、日本で比較的

普遍的で三遠南信地域に適用できる基幹産業と

いうのは何かといえば、技術。やはり日本は技術

が強いのだと。私どもの大学は技術科学大学とい

います。昨日もある大企業の会長さんを大学に案

内して、親しくお話をさせていただきましたが、

大学の名前になると、やはり「科学技術大学」と

おっしゃるのですね、「豊橋科学技術大学」と。

あからさまに修正するわけにいかないので、やん

わりとその都度、「技術科学大学」ということを

強調しても、また「科学技術大学」と、こうおっ

しゃるわけです。やはり科学技術が普通ですよね。

技術科学という言葉はちょっと言いにくいとい

うこともあるし、なじみにくい言葉です。 

 私は今、豊橋で学長をしておりますが、最初に

勤めた先は長岡の技術科学大学なので、両方の技

術科学大学を知っていて、そのときからこの言い

にくい名前には慣れていまして、間違えることは

ないのですが、地名を時々、長岡と豊橋を間違え

てひんしゅくを買うのですけれども、この技術科

学は正確に言えるのですね。 

 考えてみると、この「技術科学」というのは、

それほど特別な用語ではなくて、皆さん、自然科

学は普通に使われていると思います。文科系であ

れば人文社会科学とか、そういうように言うわけ
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ですよね。社会の仕組みを明らかにするのが社会

科学、自然の仕組みを明らかにするのが自然科学、

技術の仕組みですね、何かものがつくれる技術が

あると、どうしてつくれるのか、どうしてうまく

つくれるのか、ここはいろいろな秘密があるはず

だ、そこを探求しようというのが技術科学であり

ます。だから、やはり技術が研究の対象で、その

奥に科学がある。科学を知ることによって、その

技術をさらにアップ、高度化したり普遍化する、

応用するということが可能になるということで、

私は、「技術科学」という言葉はなかなかすばら

しい普遍性のある言葉だと思っているのです。 

 なぜ普遍性があってすばらしいかというと、技

術立国、日本はやはりこれで食ってきたわけです

ね。これがなければただの国だった。どういう逆

境になっても、技術ということをもとにして立ち

上がってきたわけです。明治のときに危なかった

わけですけれども、欧米から技術を持った人を呼

んできて、総理大臣より高い給料を払って連れて

きて、一代で帰ってもらっているのですね。つま

り、その人たちは給料が非常に高いので、早く吸

収しようということで、数年間でお払い箱になっ

た人もいます。そうやって吸収した。 

 戦後も焼け野原になった中で、やはり技術立国

で立ち直ってきた。結局、信頼できるものは、自

分たちの手、能力であるということなので、やは

りこれからも技術をベースにした技術立国とい

うことは必要だ。いろいろなことが言われていま

す。技術立国と言っているだけではしようがない

ので、やはり基礎研究、応用研究があって実用化

があると。その基礎、応用から実用化のところが

なかなかうまくつながっていないということが

専ら言われています。大学の制度、大学の先生は

好奇心に走って、いろいろ基礎研究、あるいは若

干の応用まではするけれども、実用のことは余り

関心がない。だから余り役に立たないと言われま

すが、しかし、企業で働いている人の多くは大学

を出た人なので、直接、間接に大学の研究という

のが日本の産業に役に立っているというように

は思いますけれども、もっとスムースに、その橋

渡しというのをやろうというわけです。 

 我々の大学はもう既にそういうことを昔から

標榜しているわけでありますが、私はさらに一歩

進めて、大学の研究者が新しいアイデアを持って

いろいろなことを考えているわけですが、それを

世の中にアピールして、今度は企業の方あるいは

行政の方に大学に来てもらって、自分たちの研究

所を大学の中に場合によってはつくってもらう。

一緒に大学の人と研究するような環境をつくっ

て、企業がそれをものにすれば、「どうぞ工場へ

持って帰って製品化してください。」という、大

学発の新しい製品が出るような、より社会に密着

した大学ということを志向したいというように

考えています。 

 いろいろなやり方があると思いますが、その技

術ということをもう一回見詰め直して考えてい

く。その技術の根は、一番下に書きましたけれど

も、ライフスタイルのブランド化という言葉を私

も最近使っているのですが、これは、日本人は寿

命が長いですね。世界で一番長寿だ。日本は長寿

国をカスピ海のそばに求めたり、いろいろなとこ

ろに求めるのですが、実はここにあるわけです。

我々の生活の仕方の中に長寿への秘密というの

がいろいろあるはずだ。それだけではなくて、日

本人の良さというのが今、評価されます。そうい

うものをサービスとか製品にうまく転化させて

いく、あるいは生かしていくということになれば、

もっと日本発の世界に普及するような製品とい

うのができるのではないかということで、日本人

の生活、ライフスタイルの中から新しい産業を生

み出していくという、こういう発想も地域それぞ

れで考えていく必要があるのではないか。 

 三遠南信は、ご承知のように、技術の宝庫であ

るし、さまざまなライフスタイルが、飯田市から

田原市まで、もちろん大都市の浜松市、豊橋市を

含めてあるわけですから、この中からいろいろな

新しい世界に向けたライフスタイルに基づくサ

ービスとか製品というのを生み出すということ

ができるのではないかというように考えるわけ

であります。 
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 少し時間がいっぱいになってきましたので、最

後に、４番ということで、今日は大学の先生、あ

るいは学長先生方もお見えということで、大学と

地域ということを少しお話しして締めさせてい

ただきたいと思います。 

 17、8 の大学がこの地域にあるということで、

大学、学生が重要な役割を果たさせていただいて

いるということもありがたく思います。冒頭申し

上げたように、18 歳人口は、やはり全体人口と同

時に、ともに減っていきます。先ほど挙げた数字

がここに書いてあります。今ちょうど進学率が

50％であります。だから、今、60 万人の大学生が

いるのですね。私立大学が 47 万人、国立が 10 万

人、公立が３万人というシェアで、私立大学の役

割が非常に大きいわけですが、一番上の数字のよ

うに、大学はこれから冬の時代に入っていくとい

うことで、単に冬にいきなりなるわけではなくて、

いろいろな過酷な試練を経ながら、淘汰されて冬

に向かっていくということで、私ども国立大学も

運営費交付金削減ということで、もっと小谷さん

に陳情しなければいけないのですが、財政制度審

議会とか産業競争力会議とか文部科学省の委員

会で厳しい議論が行われているという、そういう

時期であります。 

 そこで、大学がどういう役割を果たすか。究極

的には先ほど申し上げたような技術立国という

ことで、技術の中にはサービスという人的サービ

スを通じた立国ということも含めて考えると、ベ

ースになる技術は幅広い技術があると思います

が、まず、そのためには何が世の中で求められて

いるかという社会のニーズの多様性というのを

理解する必要があるというように考えています。 

 大都市に大都市のニーズがあり、中小都市、多

自然居住地域、それぞれのニーズがある。そこを

しっかり踏まえて、そこにやはり届く技術、ある

いは技術によって開発された製品、サービスとい

うものを生み出していく必要がある。先ほど国土

の縮図と申し上げましたけれども、それを１カ所

でこうやって集まって考えられる、実はこういう

三遠南信という枠組み、いろいろなところであり

そうで、どこもないのですね。私は国土審議会の

部会委員をして、今、新しい国土計画の議論をし

ていますが、結局、モデル地域は三遠南信であり

ます。長く、最初は自動車道路ですけれども、そ

れからいろいろなテーマを取り込んで発展した、

この三遠南信の考え方というのが、県境をまたい

でいるということもそうですし、大都市あり、山

岳地域あり、中小都市あり、また、これからはリ

ニアが通り、南のほうには新幹線もあるというこ

とで、交通上も日本の中で特別な意味を持つ地域

になるということで、新たなさまざまなテーマを

この中から生み出して、世界、日本に発信すると

いうことで、ここの地域に生まれるテーマへの取

り組みということが普遍性を持つのではないか。

そういうことに真正面から取り組める人財とい

うのが、材料ではなくて、宝に当たる人財になる

のではないか。 

 最後の下のところに、人財育成というのが繰り

返しになります。学習、体験、学習、体験。大学

を出て働いて、それで一生が終わるということで

はなくて、少し働いて、もう一回学び直したい、

あるいは自ら学習したいということが必要にな

ってくる、あるいはそういう人が生まれてくる時

代ではないか。 

 先日、ＯＢの方ですが、私どもの大学の英語の

先生がいらして、ドクター論文を書いたと言って

来られたのですね。「ドクター論文はどういう論

文ですか」と伺ったら、それはジェロントロジー、

老人学という分野で論文を書いたと。その方は英

語が強いので、イギリスの隣のアイルランドに行

ったのですね。アイルランドで生活してみたら、

余り高齢者が歩いていないということに気がつ

いて、ここは早死にの国かと思ったら、そうでも

なくて、いろいろなところに高齢者が集まってい

るのですね。日本の高齢者とまた違うライフスタ

イルだということで興味を持って、高齢者がどう

やって過ごしているのかというのを研究して、日

本とオーストラリアとアイルランドの比較研究

で、アイルランドで学位を取られたわけです。そ

れでおしまいかと思ったら、もっと興味が湧いて
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きたので、次のテーマをやりたいと。私のところ

に来られたときは、高齢者が自分の技術なり、も

のをつくるという欲求を生かして、小屋に集まっ

てものをつくっている、そういうサークルが、こ

れはオーストラリアに多いと。それで、老後の楽

しみ含めて、あるいは役にも立つということで、

そういうことが重要なのではないかという研究

テーマを見つけてやろうと思ったら、方向を変え

たというのでこの間は来られたのですが、その方

は単身でアイルランドに４年行って学位を取っ

たのですね。奥さんとはスカイプで話をしている

と。どうもやはりスカイプだけでは奥さんが寂し

いと言うので、まーくんという対話型のロボット

を買って、奥さんはそれと会話をしているという

のですね。御存じの方も多いかもしれませんが、

600 語を覚えていて、臨機応変にその 600 語を使

い分けて応対するのですね。今では、そのスカイ

プ、スカイプというのはパソコンで画像も伴いな

がら話せるのですけれども、そこに奥さんがその

まーくんと一緒に出てきて、彼はアイルランドか

らしゃべるのですね。話しかけると、ロボットの

まーくんがアイルランドの亭主に向かって答え

るというわけですね。 

 ということで、今は日本語ですので、それはア

イルランドに持っていってもしようがないわけ

ですけれども、ロボットの癒やし系、対話型のロ

ボットというのが高齢社会にどういう効果があ

るのか。英語の先生だから、技術だけではなくて、

技術と人間という切り口で研究したいというの

です。 

 何が言いたかったかというと、人間の好奇心は

尽きないですね。もう 80 歳を超えていて博士号

を取って、私はそうは思わなかったけれども、考

え方によっては、博士号を取ってもしようがない

のではないかなと思われるかもしれませんけれ

ども、やはり興味が尽きないので、そういう成果

を生んで、さらに好奇心は発展していくというこ

とでありますから、この学習、体験を繰り返して

いく豊かな人生というのが必要になる。 

 最後のスライドでありますが、そういう地域を

ベースにした人財育成というのが地域の学術機

関と行政のネットワークによって発揮されてく

るということと同時に、その大学が外から人を集

めて、地域にそれを還元するという機能も果たし

ていく必要があると思っています。豊橋技術科学

大学は東京とか大阪、名古屋に人が行ってしまっ

て、余り地元に残らないという指摘もありました

けれども、文部科学省の統計によると、我々の大

学は全国から人を集めてきて、全国にも戻すのだ

けれども、かなり地域にも戻しているというデー

タもあります。大学として地域への人財供給とい

うことも忘れずに、地域に役に立つ大学というこ

とで取り組んでいきたいというように思います。 

 ちょうど与えられた時間になりましたので、拙

い話でしたけれども、終わりにさせていただきま

す。ご清聴ありがとうございました。 

  

 （拍手） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 大西先生、ありがとうございました。 

 先生には貴重なお話をいただきました。せっか

くの機会でございますので、ただいまの大西先生

のご講演に関しまして、何かご質問、ご意見のあ

る方はいらっしゃいませんでしょうか。 

  

 （発言なし） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 それでは、ご質問も無いようですので、以上で

基調講演を終了とさせていただきます。 

 それでは、皆様、いま一度、大西先生に盛大な

拍手をお願いいたします。 

  

 （拍手） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次 

 なお、大西先生におかれましては、公務のため、

これをもちまして退席されます。ありがとうござ

いました。 
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 （拍手） 

 （大西 隆教授 退席） 

  

④基調報告④基調報告④基調報告④基調報告    

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 続きまして、基調報告に移ります。 

 文部科学省高等教育局専門教育課企画官の小

谷利恵様より、「国の人材育成動向」について、

お話をちょうだいいたします。 

 それでは、小谷様、よろしくお願い申し上げま

す。 

  

「国の人材育成政「国の人材育成政「国の人材育成政「国の人材育成政策動向策動向策動向策動向    大学における産業界大学における産業界大学における産業界大学における産業界

と連携した教育活動の充実について」と連携した教育活動の充実について」と連携した教育活動の充実について」と連携した教育活動の充実について」    

文部科学省文部科学省文部科学省文部科学省    高等教育局高等教育局高等教育局高等教育局    専門教育課専門教育課専門教育課専門教育課    

企画官企画官企画官企画官    小谷利恵小谷利恵小谷利恵小谷利恵    氏氏氏氏    

 文部科学省高等教育局専門教育課企画官の小

谷でございます。本日はお招きをいただきまして、

ありがとうございます。 

 私からは本日、表題としましては、「大学にお

ける産業界と連携した教育活動の充実について」

ということで、大学における教育のうち、産業界

と連携をしたあり方という部分に焦点を当てて

ご紹介をいたします。 

 過去に視点をちょっとだけ戻しまして、そこか

ら、今どういう状況にあるか、そして、今後、ど

ういう方向を目指しているかというところまで

をお話をしたいと思います。 

 まずトピックス、大きく３つでございますが、

大学設置基準等の改正をしたということ、それか

ら、産業界のニーズに対応した事業を、今、教育

を改善していくためにということで実施をして

おります。そして、その中で特にインターンシッ

プの推進ということがございます。 

 まず、大学設置基準・短期大学設置基準の改正

についてでございますが、こちらは平成 23 年４

月から施行したものでございます。内容としまし

ては、社会的・職業的自立に関する指導等という

のを大学が取り組むということを省令上、明記を

したというものでございまして、具体的には中ほ

どにあります大学設置基準のところをご覧いた

だければと思いますが、「学生が卒業後自らの資

質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るため

に必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導を

通じて」、この「厚生補導」といいますのは、一

般的には学生支援と言われるものでございます

が、「教育課程及びその学生支援を通じて培うこ

とができるよう、大学内の組織間の有機的な連携

を図り、適切な体制を整える」ということで、一

口で申しますと、大学がキャリア教育というもの

に取り組むということを制度的に明確化したと

いうのが平成 23 年でございます。 

 どうしてそういうことが当時言われていたか、

また、そういう制度改正があったかということで、

当時の状況を申し上げますと、若者が学校から社

会、職業へと円滑に移行ができていないというこ

とが当時、非常に強く言われておりました。完全

失業率が平成 23年度、約８％だったわけですが、

若者の無業者が約 62 万人いて、そして、早期（３

年以内）退職者が大卒で３割いるということが世

の中で明示的に言われるようになったのがこの

時期でございまして、今も状況は変わってはおり

ません。 

 このとき政府の方針がこういったものを踏ま

えていろいろ出されておりました。まず、一番上

に平成 25 年４月に各省が連携をして出したもの

がござますけれども、キャリア教育・就職支援機

能の強化に今後取り組んでいく必要があるとい

うことが、このとき出されております。 

 そして、また一番下をご覧いただければと思い

ますけれども、「経済財政運営と改革の基本方針」

です。こちらは平成 25 年６月の閣議決定でござ

います。ここにおいて、民間の知恵を活用したキ

ャリア教育の充実ということが明示的に出てま

いりまして、その１つ上の教育再生実行会議をご

覧いただきましても、同じように、地域の人材育

成ニーズに応えていくというために産業界と連

携をしていく必要があるということが、このころ

から強く国として言われ始めた部分でございま
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す。 

 これがその過去の経緯でございますけれども、

そのような中で、平成 24 年から、そういった動

向を踏まえて、文部科学省として実施をしている

事業がございます。６ページでございますが、「産

業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備

事業」というものでございます。 

 大きく分けますと２つの取組をしておりまし

て、１つがテーマＡという右側のほうですが、地

域の大学グループと地域の産業界等に連携をい

ただいて、まずはお互い会話を始めるというとこ

ろから始めていただいて、幾つかの取組を実施し

ていっていただくという、実行までやってみると

いう組織でございます。 

 そして、もう一つがテーマＢということで、そ

の中から特にインターンシップ部分を促進させ

ていくということで、取り出した形で今年度から

新たに取組を開始しております。実際にご参加を

いただいているのは、現在 10 グループ、173 大

学がございまして、こちらはテーマＡですけれど

も、大学もグループを形成しておりまして、これ

が特徴的なのは、１都道府県内ではなく、複数の

都道府県にまたがった形でのグループになり、大

学が参加をしているということ、また、その地域

の産業界、それから、地域の行政の方々にご参加

をいただいている体制を組んでいるということ

でございます。 

 これらの体制の中で何を取り組まれているか

ということ、８ページでございますが、まずは会

議を設置していただいて意見交換を行っていた

だく体制をつくっていただくということ、それか

ら、どういった人材が必要とされているのかとい

ったアンケート調査等を実施すること、また具体

的に、人材を育成していくためにどういう授業、

科目などがあったらよいのかといった開発など

をしていっていただくということ、そして、教員

の研修も行うということ、さらには、そういった

成果を大学に広く普及させていく、また、地域に

も広く知っていただくということで、シンポジウ

ム等を開催するということになっております。 

 具体的なものを少しご紹介したいと思います

が、まず、これが１つ事例としまして、秋田県立

大学が、産業界がどのような人材を必要とされて

いるかということでアンケートをしたものでご

ざいます。この大学の特徴的なのは、文系大学、

理系大学、実業系短期大学、その他短期大学とい

うことで、４つの分類をしまして、こういった分

類に対して産業界がどのような期待をされてい

るかというのをそれぞれとったということでご

ざいます。 

 この４つに共通をしておりますのは、中ほどに

あります「課題発見・解決力」ですとか「一般常

識・マナー」、あるいは「コミュニケーションス

キル」、こういったところは全て共通に高く期待

されているということが出ているわけですが、一

方で、差が出ましたのは、左から２つ目の項目の

「専門教育・専門知識」のところでして、理系大

学と実業系短期大学は高く出たのですけれども、

文系大学とその他短期大学は低目に出たという

ことで、大学の特徴に応じても、産業界から期待

されている部分が少し違っているというのが見

てとれます。 

 このようなアンケート結果を活用しまして取

り組まれた１つの事例を 10 ページに載せており

ますが、先ほどご覧いただいた、このページにも

出ておりますが、このアンケート自体は秋田県立

大学が実施されたものですけれども、この結果を

活用しまして、弘前大学が取り組まれたというの

がこの 10 ページでございます。 

 この大学においては、「課題発見・解決力」、

「一般常識・マナー」、「コミュニケーションス

キル」という高く数値が出たところをどうやって

大学の教育の中で伸ばしていけるかというとこ

ろに重点を置きまして、具体的に産業界と連携し

た授業、取組というものを開発されていったとい

うものです。 

 中を少しご覧いただきますと、地域企業から提

示された経営課題をもとに、グループを組んで実

証的な体験を通じて課題解決型の学習を行って

いくということなのですが、単に提案を行うとい
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う机上の空論ではなくて、市場での検証も行った

上で地域に対して提案を行っていったというも

ので、具体的なその取組を行う場所となりました

のは道の駅ですとか、あるいはあおもり観光デザ

イン会議と連携をしまして、マーケティングの強

化等をテーマにした商品ラインナップの改善な

どに取り組んでいったというような、非常に実践

的なものになっております。 

 ちょっと小さいのですけれども、この右側の下

のほうに黄色の部分のグラフがございますが、こ

れは、ピンクの一番下のものがこの授業を実施し

なかった未履修生、そして、この授業を履修した

方がこの赤なのですけれども、これを比べていた

だくとわかりますように、このＰＲＯＧという測

定方法を使って、能力がどう伸びたかというのを

測定したのですが、対人基礎力、対自己基礎力、

それから、対課題基礎力というものが、授業を行

った結果、伸びたというような結果までを一応出

されたというのがこの取組でございます。 

 それから、さらに幾つか事例をご紹介いたしま

すと、11 ページには複数大学が連携をした取組を

掲げております。例えば、真ん中にあります法政

大学以下の大学が取り組まれたもの。こちらは株

式会社の中にインターンシップ事業部というも

のを設置させていただきまして、そこで実際に学

生が事業部員として販売計画から仕入れ、店舗運

営までかかわって、働く力を養っていくという取

組を行ったものでございます。 

 それから、次のページでございますが、こちら

は課題解決型授業として行われたもので、１つご

紹介をしますと、上の一番右、長浜バイオ大学で

すが、これはＣＳＲ活動に積極的に取り組むとい

うことをテーマにしていらっしゃる湖北地域の

企業を取材しまして、その企業紹介のビデオを作

成するということなのですが、当然この作成した

ものは、各企業でもお使いをいただきますし、ま

た、その作成していく過程で、企業の仕組みがど

うなっているのか、企業の方々とどういうように

会話をしたらいいのかといったようなものも実

践的に学んでいったというものでございます。 

 それから、次のページに参りますが、インター

ンシップの高度化の取組事例でございます。ここ

の中で特に特徴的なのは上の段の宇都宮大学で

ございますが、こちらは国際インターンシップと

いうことで、栃木県内の企業のうち、海外事務所

をお持ちのところがございまして、そちらと連携

をする形で、海外に実習に出かけたといったよう

な取組も行っております。写真をご覧いただきま

すと、海外の方と事務所で交流をしていたり、実

際の実務をやってみたりといったところまでを

実施しております。 

 そして、次のページですけれども、こちらは実

践的な産業界等の講師による授業の取組事例と

いうことでございます。産業界からさまざまな

方々にお越しをいただいて、実際に授業を実施し

ていっていただくわけですが、例えば、下の段の

関西外国語大学の場合には、リレー講義というこ

とで、これは字が非常に小さくて恐縮ですけれど

も、さまざまな産業界の方々、企業の方にお越し

をいただいて、リレー型でいろいろなテーマで講

義をいただいたというようなものでございます。 

 このようなさまざまな取り組みがこの３年間、

中で実際に開発をされ、また、取り組まれてきた

ということでございまして、この事業については、

今年度で終了をするということで、これからは大

学と地域で自立をしていっていただくというこ

とになっております。 

 そして、次にインターシップについてご紹介し

たいと思いますが、今ご覧いただいたものの中に

もインターンシップが入っておりましたけれど

も、特に今後、インターンシップを推進していく

ということで、政府においても重要事項として取

り上げております。その経緯からお話をしたいと

思います、まず、平成 25 年４月に、総理から経

済界に対して要請が行われております。このとき

は、若者の就職環境を変えていくということで、

採用選考活動の時期を後ろ倒しするというお願

いを総理がされたときですが、あわせまして、政

府としてキャリア教育やインターンシップへの

支援を強化していくということ、それから、中小
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企業の魅力を学生に発信する取組にも力を入れ

ていきたいということで表明がございました。 

 このようなことを踏まえまして、その後、さま

ざまな場でインターンシップを充実していくべ

きであるということが言われておりまして、最新

のものは、この 17 ページの一番下にあります「日

本再興戦略 改訂 2014」でございます。今年の６

月に閣議決定されたものですが、中小企業を含め

た企業等へのインターンシップの普及・定着を図

る、これが今の政府の方針でございます。 

 このような中で、では実際、インターンシップ

というのがどういう状況であるかというのを少

しご紹介いたしますと、18 ページにグラフを掲げ

ておりますが、インターンシップといいますのは、

もう実は結構長い歴史がございまして、政府とし

て明確に政策として認知をし、打ち出していった

のは平成９年でございます。「インターンシップ

の推進に当たっての基本的考え方」というものを

文部省、通商産業省、労働省で策定して、このと

き、考え方を世の中にお示しをしたということで

ございます。そこから順調に件数は伸びていって

いるように見ていただけるかと思います。 

 ただし、実はいろいろ課題がございまして、こ

の、今ご覧いただいておりますものは、単位認定

を行う授業科目として実施されているインター

ンシップに限ったグラフでございます。平成 23

年、一番右側を見ていただきますと、実施校数、

これは大学数ですが、544 校ということで、全体

の 70％以上が取り組まれております。ただし、一

方でその下の部分、2.2％というのは、これは参加

学生数を示しておりまして、この単位認定を行う

授業科目として実施されているインターンシッ

プには、実は学生が参加している率はまだまだ非

常に少ないということでございます。日本のイン

ターンシップといいますのは、学生個人が企業等

でインターンシップを実施してくださるところ

を探して、そして、個人で行くという形のものが

非常に発達をしてきたという独特な歴史がござ

いまして、このような大学が関与をし、かつ、授

業として行われるものというのがまだ少ないと

いうのが今の状況でございます。 

 今ご覧いただました数値をさらに細かくご覧

いただきたいと思いまして少し用意しておりま

すが、先ほど平成 23 年の状況は、これは平成 25

年２月に大学、大学院、短期大学、高等専門学校

に対して調査を実施したものでございます。イン

ターンシップの定義をここに書いておりますけ

れども、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキ

ャリアに関連した就業体験を行うこと」というこ

とで、非常に幅広い定義になっておりまして、平

成９年以来、ずっとこの定義のまま来ております。 

 そのような中で、大学が関与しているものがど

うかということでございますが、先ほどご覧いた

だきましたように、学校数として単位認定を行う

ものは、大学であれば 70％ぐらい、一方で高等専

門学校、一番下のほうになりますと 100％実施を

しております。 

 一方で、学生の参加数になりますと、先ほどご

覧いただいた 2.2％というのが多く、そして、高

等専門学校になると 14.5％ということです。ただ

し、ここは実は１つ留意がございまして、これは

単年度でとっておりますので、例えば大学ですと

学部４年間ということで４倍をしていただきま

して、卒業するまでの間には 8.8％ぐらいの学生

が参加をしているという見方になってまいりま

す。また、高等専門学校の場合には、これは５年

間ございますので、80％程度の学生が参加をして

いるということにはなってまいります。 

 この表につきましては、特定の資格取得に関係

しないものというのをグレーで示しておりまし

て、真ん中にありますのは特定の資格取得に関係

するものということで、この資格取得に関係する

のは、例えば、教員の免許ですとか医師の免許、

あるいは看護師になるための資格、そういった資

格・免許等を得るために実習が必須となっている

ものは真ん中でございまして、そうでないものが

左側にあるということで、一般的なインターンシ

ップといったときには、この左側のものを想定し

て、今、増やしていこうとしているということで

す。 
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 それでは、どういうことを実際に実施されてい

るかということなのですが、期間が実は短いとい

うのが現状でございまして、１週間から２週間未

満という、赤く縦に囲った部分が、今、日本で一

番多い状況でございます。これは単位認定をして

いるものということに限定ですが、こういう状況

で、１つ赤く囲っておりましたが、資格取得に関

係をしないもので１カ月から３カ月という中期

になりますと、まだ 5.8％ぐらいという状況にご

ざいます。 

 このような状況を踏まえまして、今後、インタ

ーンシップをどうしていくかということで、先ほ

どのグラフのところでご覧いただいた平成９年

にまとめました基本的考え方を３章で改訂をし

ております。この改訂の内容でございますが、真

ん中にありますようなインターンシップの意義

のところで考え方が少し変わってきておりまし

て、平成９年当時といいますのは、インターンシ

ップはキャリア教育のみを焦点としておりまし

たが、今後は専門教育という観点からも重要であ

るということで、この延長上に職業教育との関連

という視野が入っております。また、企業等に対

する理解の促進もできるし、そういった企業から

も魅力発信をしていただく機会があるというこ

とで、インターンシップは積極的に行っていくべ

きという考え方になっております。 

 そして、今後の方向としては、大学等の教育の

一環として位置づけていくということ、それから、

３つ目、単位化ということでございますけれども、

今後は単位化を進めていくということ、それから、

単に企業等に行っていただくだけではなくて、事

前事後教育も充実していくということ、もう一つ

は、こちらにあります多様な形態のインターンシ

ップ、特に今後は教育効果の高い中長期インター

ンシップなどを増やしていくべきであるという

ことになっております。 

 このような中で、今実施しております事業を１

つ、ご紹介します。先ほどご覧いただいた産業界

ニーズ事業のテーマＢのほうでございます。 

 こちらは、今年度から実施をし、来年度までを

目途としているものですけれども、特にインター

ンシップを進めていくということを目的として、

地域の経済団体、それから、自治体、大学、ＮＰ

Ｏ等に推進組織を置いていただきまして、インタ

ーンシップ先の企業の開拓、それから、学生にそ

の情報を提供し、実際に行っていただくというこ

と、さらには、教育活動としての意義を高めてい

くために、その充実したプログラムをつくるなど

と、専門的なことができる人材を養成していくと

いうところまでが視野に入っておりまして、全国

的な推進組織としましては、今、日本学生支援機

構に担っていただいておりまして、ここが全国に

あります各推進組織を取りまとめる形で、いろい

ろな情報共有をしたり、研修会を開催したりとい

う形で実施をしております。 

 25 ページに実際に参加をいただいている大学

と、それから経済界、地域の行政の方々を掲げて

おりますけれども、11 グループ 113 校ございま

して、先ほどご覧いただいたテーマＡの大学が中

心となりながら、少し入れかえがある形での実施

になっております。 

 先ほど来、ご覧いただきましたいろいろな取組

におきましては、もともとキャリア教育というこ

とに重点がかかっていた関係で、今、多く行われ

ておりますのは、企業等にインターンシップ等に

行かせていただいて、例えば、「コミュニケーシ

ョン能力、対話力を高める」ですとか「企業を知

る」といった段階でとまっているものが多いとい

うのが現状でございます。しかしながら、今後、

国全体の流れとして、職業教育というところに重

点を置いていくべきという流れがかなり強くな

ってきておりまして、そのような中において、産

業界に受け入れていただいてインターンシップ

をし、実際の実務を体験させていただくというこ

とがとても大切になってきております。ぜひ皆様

方におかれましても、どうか今後ともご協力をい

ただければ幸いでございます。 

 最後に、参考までつけておりますが、これは、

今、大学の話をずっといたしましたが、初等中等

教育の今後の動向でございます。11 月 20 日に中
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央教育審議会に学習指導要領の改訂に向けた諮

問が行われまして、これまで初等中等教育におい

ては「何を教えるか」という内容面が重視されて

いましたが、今後は、「どう教えていくか」とい

う方法論に重点が置かれておりまして、アクティ

ブ・ラーニングという形で課題を設定し、子ども

自体がお互いにグループをつくって話し合い、解

決をし、先生はそれを支えるという形の新しい指

導スタイルの導入等が検討されております。実は、

これは今、大学で行われている形ですけれども、

試行されている大学の取組が小学校、中学校、高

校におりてくるというのが今後になってまいり

ます。そうしますと、大学のほうはさらなる高度

化が求められてくるということで、この 10 年で

教育のあり方も大きく変わっていくであろうと

いうように考えております。 

 以上、私からの現在の状況についてのご紹介で

ございます。どうもありがとうございました。 

  

 （拍手） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 小谷様、ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの小谷様の基調報告に関連

しまして、何かご意見、ご質問があればお願いし

たいと思いますが、ございませんでしょうか。 

 どうぞ。 

  

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    学長学長学長学長    佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦    氏氏氏氏 

最近の大学教育の中ではリベラルアーツ、ある

いはレイト・スペシャライゼーションということ

が言われていますけれども、そのことと、大学あ

るいは高等教育の中での職業教育を重視すると

いうのはどういうように関連づけて文部科学省

は理解されているのかということをちょっとお

伺いできればと思います。 

  

文部科学省文部科学省文部科学省文部科学省    高等教育局高等教育局高等教育局高等教育局    専門教育課専門教育課専門教育課専門教育課    

企画官企画官企画官企画官    小谷利恵小谷利恵小谷利恵小谷利恵    氏氏氏氏    

 実は、そこが非常に難しい部分と考えておりま

す。現状を申しますと、理工系の分野に重点をか

けまして、産業界と連携し、人材育成をするとい

う形で概算要求をいたしました。そのときに、行

政事業レビューにもかかってしまったのですが、

言われたのは、「産業界で働く人材というのは、

産業界自身が育てればいいのであって、なぜ大学

が育てなければいけないのか」といったような議

論ですとか、あるいは、「研究を大学院であれば

必ずやるので、その中で人材を育てていけるので

はないか」といったようなことでございました。 

 私たちから申し上げましたのは、「それは従来、

確かにやられてきた教育ということで、研究室に

入って、特定の分野を先生の指導のもと研究をし

ながら、そこで研究遂行力を身につけていくとい

う方法はあるのだけれども、その分野だけでは非

常に小さな分野にまとまってしまって、実際、産

業界が必要とされている能力というのは、もう少

し広範にわたっているのです。」というお話をさ

せていただきまして、「そういった部分をやって

いくためには、専門性の確立とともに、ほかの分

野を理解していくというような力を身につけて

いかなければならないし、そういう教育体制が必

要なのです。」というお話をしたところです。 

 それに、さらに加えて、そこから敷衍されてく

るわけですが、理系の人材だからといって、理系

の分野だけわかればいいということではないと

いうこと、これは確かであろうと思っております。

国が進めておりますイノベーションという考え

方、これは新しいものを生み出していくわけです

が、新しいものを生もうとしたときに、かつ、た

くさんのものを生んでいこうとしたときには、さ

まざまな専門性というものが融合されていくこ

とによってこそ生まれてくるものであると考え

ております。 

 そのような意味で、今、ご質問のありましたリ

ベラル・アーツのような教育もきちんとしていく

ということは重要であろうと思っております。し

かしながら、大学教育というのは、４年間ですと

124 単位、大学院まで含めましても、修士課程で

すとさらに 30 単位ということで、154 単位、６
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年間の中でどうそれを構築していくのかという

ことはこれからの課題だろうと思っておりまし

て、そこをこれから大学の皆様方と、それから、

産業界の方々のお力をいただきながら、新しい教

育の姿というものを模索していく時期に今、当た

っているのであろうと思っております。 

 以上でございます。 

  

司会：浜松市企画部長司会：浜松市企画部長司会：浜松市企画部長司会：浜松市企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 よろしいでしょうか。 

 ほかにございますでしょうか。 

  

 （発言なし） 

  

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次 

 それでは、ないようですので、以上で基調報告

を終了とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

  

 （拍手） 

  

⑤事業報告⑤事業報告⑤事業報告⑤事業報告    

司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市司会：浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 続きまして、事業報告に移ります。 

 「人財育成アクションプランへの取組状況」に

つきまして、三遠南信地域連携ビジョン推進会議

事務局長 伊藤 哲よりご説明申し上げます。 

  

「人財育成アクションプランへの取組状況」「人財育成アクションプランへの取組状況」「人財育成アクションプランへの取組状況」「人財育成アクションプランへの取組状況」    

ＳＥＮＡ事務局長ＳＥＮＡ事務局長ＳＥＮＡ事務局長ＳＥＮＡ事務局長    伊藤伊藤伊藤伊藤哲哲哲哲 

 ＳＥＮＡ事務局長の伊藤と申します。よろしく

お願いいたします。 

 私から、この後の円卓会議でご協議いただくわ

けでございますけれども、その円卓会議のご協議

に先立ちまして、人財育成アクションプランの実

施状況についてのご報告、それから、今後の進め

方についての考え方について、ご説明をさせてい

ただきます。 

 前回、第２回の円卓会議の際に、「人財育成ア

クションプラン」について、ご了承いただきまし

た。このアクションプランでございますが、本日、

お手元にＡ４横長のカラーの資料があろうかと

思いますけれども、こちらの７ページから 10 ペ

ージまで、資料４－２として記載してございます。

同じものを前のスライドにもご用意させていた

だきましたので、ごらんになりやすいほうをごら

んいただきたいと思います。 

 アクションプランの体系といたしまして、この

７ページの一番左側にありますように、大きく３

つの柱、１つ目は人財マッチング事業、２つ目は

人財育成事業、そして、３つ目は三遠南信地域へ

の定住化という３つの柱を定めました。 

 そして、その後の８ページから 10 ページに、

それぞれの柱ごとに優先項目というのを定めま

した。優先項目というのは赤い字になっている部

分でございまして、青字で№１から№９まで書い

てあります。８ページから 10 ページにわたって

載せさせていただいてございます。 

 第２回の円卓会議以降、この９つの優先項目の

中から、取り組めるものにつきまして、少しずつ

事業を進めてきております。まず、これについて

ご説明をさせていただきます。 

 それでは、資料の 12 ページをごらんいただき

たいと思います。 

 資料４－４、アクションプランの実施状況につ

いてというものの右上に 12 と小さい字で書いて

あるものでございます。 

 まず、１つ目でございますが、アクションプラ

ン１の人財マッチング事業のうち、高校生の地域

大学理解の促進を図るために、ＳＥＮＡの公式Ｗ

ＥＢサイト内に大学の紹介サイトを開設いたし

ました。本年８月に実施いたしまして、ＷＥＢ化

のメリットを生かすために、各大学がお持ちにな

っているＷＥＢサイトへもリンクを張ってござ

います。これによりまして、圏域内の大学の情報

をより得やすくなるということとともに、各大学

のＷＥＢサイトへのアクセスもさらに増加する

という効果を期待しております。 

 続きまして、13 ページをごらんいただきたいと

思います。 
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 ２つ目といたしまして、アクションプラン１、

同じく人財マッチング事業の中の大学生と地域

企業との交流促進事業として、経営者の皆様によ

る大学生への講義について取り組んでおります。 

 まず初めに、ご協力いただける企業を把握する

ために調査を実施いたしました。ご協力をいただ

きました皆様、ありがとうございました。調査内

容は 13 ページに記載のとおりでございますが、

三遠南信地域の商工会議所の正副会頭・評議員、

また、商工会の正副会長などの皆様、402 人の皆

様に調査票をお送りさせていただきまして、129

人の方からご回答をいただきました。そして、そ

のうち 26 人の方から、「講義を行ってもいいで

すよ」というような回答をいただくことができま

した。これに基づきまして、それぞれの皆様がど

ういった内容でご講義いただけるのかというの

がわかるリストを作成いたしました。このリスト

は、その後、14 ページから 16 ページに載せさせ

ていただいてありますので、また後ほどごらんい

ただければと思います。このリストに基づきまし

て、地域経営者による講義というものを行ってま

いりたいと考えております。 

 続きまして、17 ページをごらんいただきたいと

思います。 

 去る 11 月 29 日でございますけれども、本日、

この後の円卓会議でコーディネーターをお務め

いただく愛知大学の戸田教授のご協力をいただ

きまして、第１回目の、今申し上げた地域経営者

講義を開催いたしました。講師には、株式会社平

松食品代表取締役の平松賢介様をお迎えし、「地

域企業の国際展開と人財育成」というテーマでお

話をいただきました。 

 18 ページでは、お話しいただいた内容を掲載さ

せていただいてございます。会社のご紹介、また、

会社のベースとなった豊橋の地、また、三河湾と

いった、その会社のバックグラウンドから、ここ

二十数年にわたってさまざまなチャレンジして

きたことについてお話しいただき、また、学生の

皆さんに対するメッセージまで、丁寧に、かつ、

熱く語っていただくことができました。地元企業

の可能性が非常に大きいものだというお話につ

きましては、学生の皆さんにとって大変刺激があ

ったのではないかなというように思っておりま

す。 

 こうした経営者の皆様にご協力いただいた経

営者講義を、本年度中も、今後もまた実施をでき

ればしていきたいというように考えております。 

 先ほどご説明させていただいたリストを今後

はＷＥＢサイトに掲載するとか、あるいは冊子化

するなどして、来年度以降の事業にも活用してま

いりたいと考えております。 

 ここまでが第２回の円卓会議以降、現在までの

アクションプランの取り組みについてのご報告

でございます。 

 次に、19 ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

 さらにアクションプランの未実施の事業につ

いても、優先して取り組むべき事業を明らかにす

るために、人財育成ワーキングの構成員の皆様に

アクションプランのあり方のアンケートを行い

ました。アンケートは、三遠南信地域内の 13 の

大学及び 10 の企業に対して実施いたしました。 

 内容でございますけれども、アクションプラン

の中において、先ほどお話しさせていただいた優

先実施項目としている９項目のうち、最優先で実

施したい項目はどれか、優先実施項目以外でも、

実効性が高くて、ぜひ実施したいものはないかと

いったようなものを調査させていただき、ご回答

をいただきました。 

 20 ページから 23 ページにいろいろ詳細を載せ

させていただいておりますが、こちらにつきまし

ては時間の関係もありまして、省略させていただ

きます。 

 皆様からのご回答を踏まえて、アクションプラ

ンの今後の取り組みにつきましては、24 ページに

まとめたとおりにさせていただきたいというよ

うに考えております。 

 24 ページをごらんいただきたいと思います。資

料４－５というものでございます。 

 まず、一番上の項目１からでございますけれど
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も、アンケートの結果では、アクションプランの

３本の柱、１、人財マッチング事業、２、人財育

成事業、３、三遠南信地域への定住化の３つの柱

のうち、皆様のご回答では、１つ目の人財マッチ

ング事業に評価が高く、集中しておりました。し

かしながら、２番目の柱、３番目の柱の人財育成、

また、定着化も推進していく必要性がありますの

で、２と３の柱につきましても、優先事業をそれ

ぞれ１つずつ絞りまして、焦点を絞って取り組ん

でいきたいというように考えております。 

 それから、項目２でございますけれども、アク

ションプラン１の人財マッチング事業につきま

しては、皆様、優先実施項目、いずれ評価が高か

ったこともございますので、継続実施をしてまい

ります。特に№１につきましては、先ほどご説明

したとおり、経営者リストも作成したところでご

ざいますので、大学生のみならず、できましたら

高校生の皆様に向けても実施していきたいと考

えております。 

 ３番目、アクションプラン２の人財育成事業に

ついてですが、皆様から評価が高かった、行政、

経済界からの地域課題に対応したコラボレーシ

ョン事業の実施というものについて取り組んで

いきたいというように考えております。この事業

は、その地域課題を抽出したりですとか、具体的

に大学と企業のマッチングですとか、予算の問題

ですとか、幾つか高いハードルがあるかと思いま

すので、単年度での実施はなかなか困難と思いま

すが、複数年かかるかもしれませんけれども、こ

ちらについて取り組んでいきたいと考えており

ます。 

 ４つ目、アクションプラン３の三遠南信地域の

定住化についてでございますけれども、これにつ

きましては、皆様の評価がいずれも優先順位が低

く、項目の選定が非常に難しい状況でございまし

た。特に当初設定した優先実施項目の評価がいず

れも非常に低かったものですから、これにつきま

しては、新たに別の項目として、三遠南信地域の

ライフスタイルの紹介冊子の作成と、これを大都

市圏でＰＲしていくといった、このテーマに方向

を転換して取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 最後、５番のところでございますけれども、こ

のアクションプランの進捗管理につきましては、

現在行っています人財育成ワーキンググループ、

これは資料の４－３、ページが戻りますけれども、

11 ページに載っておりますが、今年２回ほど実施

したワーキングがございます。こちらのワーキン

グで進捗管理をしっかり行ってまいりたいと考

えております。 

 人財育成というテーマに特化した円卓会議に

つきましては、当初の予定どおり、今回の３回目

の会議で一区切りというようにしたいと思って

おりますけれども、アクションプランの進捗状況

の報告等につきましては、三遠南信サミットの場

などを活用して行ってまいりたいと考えており

ます。 

 以上の方針で、アクションプランにつきまして、

今後につきましても進めてまいりたいと考えて

おります。 

 説明は以上でございますが、この後の休憩後の

円卓会議におきまして、アクションプランの進め

方等についてもご議論を賜りたいと考えており

ます。よろしくお願いいたします。どうもありが

とうございました。 

 

司司司司会：会：会：会：浜松市浜松市浜松市浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 それでは、ここで休憩を設けたいと思います。 

 会議開始時間は２時 50 分とさせていただきま

す。それまでには席にお戻りになられますよう、

お願い申し上げます。 

  

 〔午後２時 40 分 休憩〕 

  

 〔午後２時 50 分 再開〕 

  

⑥円卓会議⑥円卓会議⑥円卓会議⑥円卓会議    

司会：司会：司会：司会：浜松市浜松市浜松市浜松市    企画部長企画部長企画部長企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 時間となりましたので、会議を再開させていた

だきます。 
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 ここからは、ＳＥＮＡのアドバイザーでありま

す戸田敏行愛知大学地域政策学部教授にコーデ

ィネーターとして進行をお願いいたします。 

 それでは、戸田先生、よろしくお願いいたしま

す。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 それでは、基調講演、基調報告、事業報告がご

ざいまして、ここから円卓会議です。例年どおり

といいますか、時間が 90 分と非常に限られてお

りますけれども、その中でご議論をいただきたい

と思います。 

 大西先生からは、人口減少下における地域とい

うことで、希望を実現するような政策、その中で

の大学と地域の関係というお話をいただきまし

た。文部科学省の小谷様からは、大学における職

業教育、地域との協働というご報告をいただきま

した。 

 ＳＥＮＡの活動としては、昨年、アクションプ

ランを定めましたが、その中で幾つか展開を始め

ているものについてのご報告があったというこ

とでございます。 

 円卓会議のご議論としては、大きく３つ定めて

おります。 

 第１点が、人財育成の取り組みについての情報

交換です。これまでの１年間の間の進展もござい

ますし、また、社会の情勢も変化しておりますの

で、昨年、一昨年の課題でもございました「高大

の連携」の話題、それから、「一般的な人財育成

の最近の動向」ということをご報告いただくとい

うことでございます。 

 ２つ目は、アクションプランが出てまいりまし

たがアクションプランの継続について、どういっ

た点を重点にしていくかということでございま

す。 

 ３点目は、冒頭、鈴木会長からお話がございま

した。この円卓会議自身３年目で、今回が１つの

区切りになっておりますので、今後の進め方につ

いてのご意見をいただきたいというように思っ

ております。 

 それでは、早速、最初の人財育成の取り組みに

ついての情報交換に入ってまいりたいと思いま

す。 

 まことに恐縮ですが、発言時間、お一人３分以

内でお願いをいたしたいというように思います。 

 それでは、最初に高大連携ですが、東三河・浜

松地区の高大連携協議会での活動が既に始まっ

ておりますので、それをお話しいただいてご議論

いただくというように始めてまいりたいと思い

ます。 

 協議会の責任者で、愛知県になりますが、豊丘

高校の梅藤校長先生にお越しをいただいており

ますので、最初にご報告をいただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

  

愛知県立豊丘高等学校愛知県立豊丘高等学校愛知県立豊丘高等学校愛知県立豊丘高等学校    校長校長校長校長    梅藤仁志梅藤仁志梅藤仁志梅藤仁志    氏氏氏氏    

 それでは、失礼いたします。 

 ご紹介いただきました愛知県立豊丘高等学校

校長の梅藤と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 お手元に左上隅をとじた資料三部を配らせて

いただいたと思います。上を四角で囲っておりま

す「東三河高大連携協議会の活動について」とい

うものが一部、それから、今日、配っていただき

ましたが、「東三河・浜松地区高大連携協議会事

業報告と今後の予定」、そして、もう一部が、１

ページ目に写真が掲載してございますけれども、

「ラーニングフェスタ 2014 実施報告」という、

この３つの資料につきまして、簡単にご報告をさ

せていただきます。 

 まず、１つ目の「東三河高大連携協議会の活動

について これまでの活動のまとめと今後の展

望」という資料でございます。 

 ここには設立の経緯が示してございます。１ペ

ージ目の左半分の「はじめに」という下に、「東

三河高大連携協議会設立趣意書」をお示ししてご

ざいます。 

 今日も話題に出てまいりましたけれども、高校

から大学、短大への進学率が 50％を超えるという
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時代になりました。しかし、そこにございますよ

うに、「みんなが行くから僕も行く」というよう

な気持ちで、確固たる信念、あるいは展望を持た

ないまま、何となく進学するという学生の数もま

た増えてまいりまして、結果、進学後のミスマッ

チ等が起こってくる。それによって中退等が起こ

り、ひいてはそれが納税者の減少というような問

題にもつながっていくというところから、「でき

れば高校から進学する際のミスマッチを少しで

も防ごう。そのためには大学での学びの概要をし

っかりとイメージしよう。そのような機会を持つ

ことができないだろうか。」というところから始

まった事業でございます。 

 細かな経緯は割愛させていただきます。平成 20

年度に、この協議会の設立に当たりまして、特別

支援学校も含めますけれども、東三河地区には 25

の公立の高等学校がございます。そこと東三河地

域にございました大学、豊橋技術科学大学、愛知

大学、豊橋創造大学、愛知工科大学、そして、当

時ございました新城大谷大学、これらの５つの大

学、短大と連携事業を開始いたしました。 

 相互に情報交換していきます中で、最初の資料

の２ページ目、裏側でございますけれども、右半

分の中ほどにお示しした「イ、本事業の充実と発

展を目指して」の「１から７」の内容、このよう

なことを主な事業といたしましてスタートをい

たしました。 

 一番下のほうに、平成 21 年度から平成 23 年度

までの経過というものがお示ししてございます

けれども、この原稿を作成した時点では、まだ浜

松地区にはお声がかけてございませんでしたの

で、東三河地域の大学との連携事業でございまし

た。 

 ３ページ目の右半分、（４）のところに、今後

の展望という項目を起こしました。４年が経過し

たこの時点で、東三河県庁の設置、この三遠南信

地域の連携が非常に活発に行われるようになり

ました。そうした情勢の変化を受けまして、浜松

地域の大学との連携をお願いしようというよう

に進んでまいりました。 

 歴史的に見ましても、東三河地域と浜松地域と

いうのは県境があってないようなところであり

まして、歴史的にも随分交流の深いところでござ

います。そしてまた、現状でも東三河地域の高等

学校からも浜松地域の大学への進学者数も結構

な数に上っておりますので、この連携はごく自然

な流れではなかったかというように私は理解を

しております。 

 そして、資料一部目の最後の、「東三河・浜松

地区高大連携協議会の活動について」（その２）

には、平成 24 年７月に浜松地区の大学加盟に向

けての趣意書をお示しさせていただきました。今、

私が申し上げましたことは、最後の段落に記して

あることでございます。 

 そうしたような社会的背景、歴史的背景を持ち

まして、浜松地区との連携も開始いたしました。 

 それでは、続きまして２つ目の資料、「東三河・

浜松地区高大連携協議会事業報告と今後の予定」

をごらんください。 

 具体的にはどんなことをしているかと申しま

すと、年に一度、１月末に連携フォーラムを開催

しております。内容といたしましては、各大学と

高校との連携事業の事例発表、その裏面をめくっ

ていただきますと、毎年行っております基調講演

がお示ししてございます。それぞれの年度に行わ

れた大学と高校との事業の中から一部の発表を

していただき、そしてまた、基調講演として、そ

れぞれの大学の先生にお願いをして、ご講演をい

ただいております。 

 なお、本年度、平成 26 年度は１月 31 日に豊橋

市市民センターにおきまして、そこに書いてある

内容で事例発表、そして、基調講演といたしまし

ては常葉大学の田中副学長様にご講演をお願い

してございます。 

 それからその次のページでございますけれど

も、この５年間ではどんなことが具体的に行われ

てきたかということの事例の一部でございます。 

 具体的にアから４ページ目のソまで、各高校、

各大学との連携事業の簡単なご報告をさせてい

ただいております。 
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 その他のところに、実は私、大変大きなものを

１つ落してしまいました。それは、愛知県教育委

員会が主催しております「知の探求講座」。これ

は全県を対象にした高校生と大学との連携事業

でございますけれども、「知の探求講座」という

のを落してしまいました。大変失礼をいたしまし

た。 

 ここに掲載してない高校もさまざまな形で大

学との連携事業を活発に行っているところでご

ざいます。 

 そして、資料のもう一部、最後の「ラーニング

フェスタ2014実施報告」でございますけれども、

これは本年度初めて行った事業でございます。８

月 25 日に豊橋創造大学を会場といたしまして、

加盟大学と、それから、加盟高校の 2,300 名の生

徒が集まりまして、全部で 65 講座の大学の先生

方による授業を受講させていただきました。写真

等がお示ししてございますけれども、そのような

形で行われました。 

 この資料の３枚目に、具体的にどのような内容

が行われたかということが、ちょっと細かな字で

恐縮でございますけれども、お示しをしてござい

ます。 

 そして、受講した生徒の反応につきましては、

先に見ていただきました資料第二部の最後のと

ころに「ラーニングフェスタ参加生徒の感想抜

粋」としてお示しをさせていただきましたが、概

括申し上げますと、「高校では体験できない授業

を勉強させていただいて大変刺激になった。」と

いうこと、そして、もう一つは、その受講を通し

て、「今自分がやっている勉強の意義がよく理解

できて、ますます勉強しなければいけないという

気持ちになった。」という声が大半でございまし

た。「将来への展望」、そして、「学問に対する

憧れ」、「今現在やっている勉強のモチベーショ

ンの向上」と、私どもが目指したところが大体果

たせたのではないかと思っております。来年度も

また開催する予定でおります。 

 簡単でございますけれども、ご報告を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。 

  

コーディネーター／コーディネーター／コーディネーター／コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーＳＥＮＡアドバイザーＳＥＮＡアドバイザーＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 梅藤先生、ありがとうございました。 

 高大連携が県境を越える事業だと思いますが、

本件について、どなたか補足をいただける方はい

らっしゃいますか。 

 伊藤先生、会場だったのですが、いかがですか。 

  

豊橋創造大学豊橋創造大学豊橋創造大学豊橋創造大学    企画室長企画室長企画室長企画室長    平松靖一郎平松靖一郎平松靖一郎平松靖一郎    氏氏氏氏    

 豊橋創造大学の平松と申します。大学側のほう

の取りまとめをさせていただきましたので、１・

２点、発言をさせていただきます。 

 かねてより、地域の高校生が地域の大学と真剣

に触れ合う機会というのが、あるようでなかなか

ない。それから、近くの高校と大学では経験値や

感覚においては、情報交換していると考えられて

いますけれども、「本当に行事がぶつからないの

か」とか、実際に何かイベントをやるけれども、

よくよく考えてみると、「ああ、この日、何かぶ

つかってしまう」と、そういうことが多いという

のが実は実情です。それを解決するためには、せ

っかく協議会があるのであれば、未来に向かって

の計画をすり合わせるということ。高校の、いわ

ゆる学年暦と大学の学年暦、そして、具体的に行

事をいつどのようにやるかという計画案を、まさ

に２年ぐらいかけて、いつ高校がその日程を決め

るのか、大学はいつ、どんな先生に手配をすれば

前もって準備ができるのかということを、しっか

りと刷り合わせをしました。この事業が成功した

のは、これが多分、まず一番の鍵だったかなとい

うように考えております。 

 それから、高校と大学側が本当に学問について

真剣に向き合うということができたこと、受験業

界の業者が間に入ったりすると宣伝ベースにな

るところがありますが、本当に高校が大学に提供

してほしい授業は何なのか、それから、大学側も

自分の大学を売りたいのは多分やまやまなので

すけれども、自分が教えていることを一旦体験し

てもらうというつもりでやりましょうという申
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し合わせをきちんとする。だから、模擬授業のと

きに、「各大学に来てね」みたいなことを絶対に

言わない。そういうようなことを現場ベースで話

をするということができたのが、同じく、この成

功の鍵ではあったかなと。 

 それから、あとはどんなプロジェクトもそうで

すけれども、初めてやるときは何でも苦労があっ

て、正直、高校側も大学側も、ある程度どこかが

多少の苦労は背負わないといけないのかなとい

うことがありまして、高校側では梅藤校長先生の

豊丘高校の会長校を初めとして、大学側は各大学

の協力のもと、いろいろな情報収集に協力をいた

だいて、何とか進めることができたと思っており

ますので、私もぜひこういった事業が浜松地区で

もできればいいなと思って、今日は参加させてい

ただきました。 

 以上です。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 もう１・２名、ご意見をいただきたいと思いま

すが、先ほどの資料２の加盟団体を見ていますと、

大学は東三河と浜松というようになっているの

ですが、高校側が、今のところは愛知県側だけと

いうことですけれども、浜松市立高等学校の杉浦

校長先生はいかがでしょうか。 

 

浜松市立高等学校浜松市立高等学校浜松市立高等学校浜松市立高等学校    校長校長校長校長    杉浦文夫杉浦文夫杉浦文夫杉浦文夫    氏氏氏氏    

 浜松市立高校の杉浦と申します。明日、ノーベ

ル物理学賞を天野先生がもらいます。浜松西高校

出身ですけれども、お母さんは浜松市立高校でご

ざいます。真の意味でノーベル賞受賞者を生んだ

学校は浜松市立高校です。余り言うと西校に怒ら

れてしまいますのでね。今朝のあちこちの新聞に

出ていると思います。38 社加盟の中部運動記者ク

ラブが選ぶ中部スポーツ賞の中で、うちの松本奈

菜子が奨励賞をもらっています。昨年は杉浦はる

香がいただいております。同じ高校から２年連続、

高校生がもらえるのは非常に珍しい、初めてでは

ないかと思っております。市長、このくらい宣伝

しておけば大丈夫ですね。しかも、先ほどメール

に入りました。松本奈菜子、大学推薦入学が受か

りました。筑波大学体育専門学群でございます。

三遠南信の大学ではなくて済みません。また戻っ

てくると思います。私自身、豊橋から浜松に通っ

ていまして、県境を毎日またいでいます。この中

で一番、三遠南信交流をしている人間だと思って

おりますので、説得力あると思います。 

 先ほどの高大連携の話からいきますと、私は今、

県の公立高校校長協会の中の 10 校でつくる進学

検討委員会に入っておりまして、その中で高大連

携がテーマでございました。昨年とか今年度は静

岡県立大学、静岡大学、静岡文化芸術大学の３大

学を回って、それぞれヒアリングを行いまして、

どういうのが高大連携にふさわしいのかという

ことをやりました。来年度は常葉大学、静岡理工

科大学を回る予定でございます。そこでまた新た

にどういう連携が望ましいのかということをや

ります。 

 一番のネックは、静岡というのは東三河と違っ

て東西が非常に長いのですね。長いというのが非

常にネックで、人的交流をやろうにも、やはりう

ちの高校だと浜松の静岡文化芸術大学、静岡大学、

常葉大学、そういうところに人的交流が限られて

しまうのですね。だから、模擬授業も遠くから先

生が来られるのですけれども、こちらからオープ

ンスクールで行くとなると、やはり地元のところ

に限られてしまうというのが高大連携で１つの

ネックがございます。制約条件と言ってもいいか

もしれません。 

 たまたま高大連携の話をしようと思って調べ

たら、私も初めて知ったのですけれども、もう既

に静岡大学情報学部とうちと単位互換の覚書な

どというのがありまして、「こんなものがあった

のか」と驚きました。五、六年前に交わしまして、

実際に学生が５人ぐらい授業を受けたのですね。

授業を受けたけれども、大学生と一緒の授業を受

けると単位を取るのは難しいということで、翌年

から消えたような形になっております。 
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 こういう覚書とか連携そのものは、結ぶのは簡

単だけれども維持するのは難しい。実際に役立つ

のか。少しずつ改善していけばできると思います

けれどもね。その間にブリッジパーソンがいるの

かどうか。そして、大学が主体なのか、高校が主

体なのか、この辺がやはり一番の鍵だと思います。

だから、大学が主体でやるのか、高校が主体でや

るのか、その間を取り持つコーディネーター、こ

の会議ですと戸田先生のような、そういうコーデ

ィネーター役が必要ではないかというのが１つ

の課題でございます。 

 やはり地域連携は、高大連携に限らず、三遠南

信には大事でございまして、2040 年にはもう八百

幾つの自治体がなくなってしまう。もう本当に税

金を納めるどころか、自治体が成り立たなくなっ

てくる。そうなるのを恐れて、うちは今、キャリ

ア教育というのを始めております。 

本校のキャリア教育というのは何か。２つ、大

きな意味があります。 

１つは将来設計を描ける職業観の確立で、もう

１つは、浜松のイノベーション精神、浜松の家康

の忍耐力、そういう浜松の歴史を学びながら、浜

松を愛して、郷土の三遠南信を愛してもらう。昨

年は豊橋科学技術大学の榊学長を豊橋から講師

に招きました。 

 そういう形で、これからも三遠南信地域の大学

も企業もどんどん、どんどん宣伝していきます。

高大連携もこれからだんだん進めたいと思いま

す。やはり地域限定というか、近くの大学がメー

ンになると思いますので、よろしくお願いします。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 徐々にこの事業が三遠南信という形になって

いくと、１つの三遠南信人財育成プロジェクトか

なというようにも思います。 

 もうお一人だけ、小池さんはずっと愛知県の教

育委員をされていましたが、いかがですか。 

  

小池商事株式会社小池商事株式会社小池商事株式会社小池商事株式会社    

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長    小池高弘小池高弘小池高弘小池高弘    氏氏氏氏    

 ２年前まで愛知県の教育委員長をやっていて

一番思ったのは、静岡県もそうかもしれませんけ

れども、愛知県でも、名古屋で会議をやっている

と東三河のこの状況というのはなかなかわから

ないのですね。半島の先から山の奥まであって、

しかも南信、そして浜松とも接している。子供た

ちにとってみると、県境をまたいで大学へ進学し

たり何かしているのに、教育委員会で高大連携と

いうと、愛知県ですと愛知県の 47 の大学とやり

ましょうという、そういう話で、なかなか県境を

またぐといった高大連携のプロジェクトが進ま

ないということがあります。 

 今回、この東三河、そして、浜松との高大連携

のプロジェクトというのは、本当に私は大切だと

思うし、このＳＥＮＡのプロジェクトとして最適

だと思うのです。東三河は東三河だけでの校長先

生の会もありますけれども、それぞれの浜松、南

信の高校のそういうのをつくっていただいて、相

互にやっていくということを本当にやれたらと

思います。具体的に何をやるかということをやっ

ていくというのがいいと思うのですね。教育委員

会に話へ持っていくと総論になってきて、なかな

か具体的におりてこないので、そういった意味で、

今回、東三河で梅藤校長先生などが取り組んでい

ただいていることというのは一番いいなと。 

 私が教育委員長のときに、東三河の幼稚園から

大学までの教育協議会みたいなものができない

かと。政令都市ではないけれども、東三河の特有

の問題を話し合うことができないかと思ったん

ですけれども、県の副知事から、「教育マターは

連合ができてからやってくれ」と言われたので、

教育長を待たせたまま、話は潰れましたけれども、

これで連合もできますし、教育委員会の制度も少

し変わってきますので、三遠南信の１つのマター

になるといいなと、このように思っております。 

 もう一点、今、愛知県の高校の 10 年後を見据

えたビジョンづくりというのをやっていまして、

私も委員で今やっているのですけれども、もう少
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しすると、そのビジョンが発表されると思います。

その中に、やはり職業教育の一層の充実というこ

とがあります。愛知県はものづくりの県だという

ことで、ものづくりの技術の職業高校のことをた

くさん取り上げているのです。その中の意見とし

て、１つ、我々が言っているのは、確かに製造業

を中心としたものづくりの県ではあるけれども、

やはり、これから必要になってくる介護とか福祉。

これからすぐに、そこの職業につく人が２倍、３

倍と必要になってくるのですね。そういうものに

対応する職業高校というのをきちんとしていく。

３次産業というのはこれから人口がふえていき

ますから、そういったサービス業に対応できる高

校の取り組みをきちんとつくってほしいという

ことを挙げています。 

 そういったこともこの三遠南信のＳＥＮＡの

地域づくりの中で、高校のあり方として、また取

り上げていただけるとありがたいなと、そのよう

に考えております。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 本件につきましてご意見をいただきましたが、

後の各発言のところでもお触れいただければあ

りがたいと思います。 

 それでは、人財育成の動向について、実情ある

いは取り組みということをお話しいただきなが

ら、適時、提案にも触れていただければと思いま

す。 

 それでは、最初に静岡県ということになります

が、鈴木浜松市長さんから、静岡県の雇用の状況

とか人財育成の動向とかをお話しいただければ

と思います。 

  

ＳＥＮＡ会長／浜松市長ＳＥＮＡ会長／浜松市長ＳＥＮＡ会長／浜松市長ＳＥＮＡ会長／浜松市長    鈴木康友鈴木康友鈴木康友鈴木康友    氏氏氏氏    

 静岡県というか、この地域に限定されると思い

ますけれども、御存じのように、リーマンショッ

ク前までは非常に雇用情勢が良好でございまし

たけれども、リーマンショック以降、一時ひどい

ときは有効求人倍率が 0.3 倍までおっこちて大変

な時期がありましたけれども、おかげさまで今、

９月末時点で 1.16 倍と、全国平均、県平均を少し

上回るところまで来ております。 

 しかし一方で、いわゆる、よく言われる雇用の

ミスマッチというのが生じてきておりまして、ど

うしても一部の業種で労働力の不足等が生じて

いると。あるいは、先ほど基調講演等でもお話が

ありましたけれども、新規学卒者の早期の離職率

が非常に増加していると、そういう課題が一方で

生じているということでございます。 

 また、中長期的に見ますと、やはりこの良好な

労働力をどう確保するかというのが課題だとい

うように思っておりまして、今、官民一体となっ

たＩターン、Ｕターンの取り組みをしているとこ

ろでございます。 

 本年度、手始めといたしまして、この地元から

市外へ子供さんたちが学んでいっている親御さ

んを集めて、「保護者のための就活セミナー」と

いうのを、私どもと地元企業であります遠州鉄道

さん、浜松信用金庫さん、遠鉄百貨店さんの３社

で行っています。まず、親を口説こうといことで

すね。そんな取り組みをして、また、今後のいろ

いろ雇用に関する、あるいは就職に関する相談窓

口として、生活困窮者の人から、若者から、子育

て世代の女性から、いろいろな人たちがいますの

で、そういう人たちがワンストップで相談できる

ように、就労支援のための総合センター機能を持

った、そういうものを今度つくろうと。これを新

しい総合計画、来年からスタートするのですけれ

ども、そこに盛り込んでおりますので、そんな取

り組みをしていきたいというように思っており

ます。 

 浜松市からの報告は以上でございます。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 もう少し西遠の雇用の状況とか人財育成のこ

とについてご報告をいただきたいと思いますが、
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少し民のことが出ましたが、浜信さんはいかがで

すか。鈴木さん。 

  

浜松信用金庫浜松信用金庫浜松信用金庫浜松信用金庫    専務理事専務理事専務理事専務理事    鈴木和博鈴木和博鈴木和博鈴木和博    氏氏氏氏    

 浜松信用金庫の鈴木でございます。今、市長か

らも保護者のための就活セミナーという話が出

ましたけれども、私どものほうでも地域の金融機

関として取り組んでいることを少しお話しさせ

ていただきます。 

 まず１つは、これは毎年、ビジネスフェアとい

うのをやっているのですけれども、これは浜松商

工会議所と私どもと協働でやっているのですけ

れども、この中で、県と組みまして、大学生を中

心に、地元に戻ってきてもらうと、Ｕターンです

ね、このために大学生セミナーということで、企

業展示会を活用しての企業研究ということを今

年やりました。これをやって、もう３年目になり

ます。第２部として、高校生セミナーということ

で、これは、進路決定の参考になるためのセミナ

ーと、こういうものを開かせていただいておりま

す。これは、いろいろなこの地区の中小企業が全

部で 258 社参加しているものですから、そのブー

ス見学、こういうものもあわせてやっておりまし

て、この中小企業の人たちには大変喜ばれており

ます。 

 ２つ目として、大学への出張事業ですね。冠講

座でございますけれども、私どもの職員の役職員

を含めまして、今やっておりますのが、常葉大学

さんへ５回、静岡産業大学さんへ 12 回、静岡大

学さんへ 10 回ということで、企業の側から、ど

ういう人たちが求められる人財かというような

ことを中心にした講座、こういうものを開かせて

いただいています。 

 ３番目にＰＢＬです。これは Project－Based 

Learning ということですけれども、私どもと浜松

商工会議所と静岡大学が組みまして、１年間のカ

リキュラムでやるのですけれども、静岡大学の学

生さんを私どもの取引先の企業、ここのところに

１年間、テーマを与えまして、言ってみれば企業

と経営に関しまして学生さんの意見を求めて、大

学の教授の方にも参加していただきまして、そし

て、そこの課題解決ですね、例えば、ＩＴを使っ

て課題解決をするとか、こういうものを１年間に

わたってやっております。これは平成 20 年から

やっておりまして、今、延べ 34 社をやっていた

だきまして、企業のほうから大変喜ばれておりま

す。 

 ４点目としまして、高校生のための企業研究と

いうことで、これは 2007 年から始めました。こ

れは、まさに先ほど市長もちょっと言われました

ミスマッチングですね。これがちょうど 2007 年

当時、これより以前には工業高校を卒業しても浜

松に残る学生がいなかったのです。愛知県に皆と

られてしまったのです。これは何とかしなければ

いけないと。当時、浜松工業高校の校長先生と話

したのですけれども、まず就職課の先生、それか

ら父兄の方が、学生が就職しようとするときに大

手志向なんですね。中小企業のことを理解してい

ないと。これはぜひ地元の中小企業を理解しても

らいたいということで、実は我々が夏休みに授業

の一環として、バスを出して中小企業を見学して、

なおかつ、そこの経営者の話をお伺いすると。中

小企業のよさ、これを見てもらって就職活動に利

用してもらおうということで、これに関しまして

は、今まで 114 社、学生さんの数でいきますと、

825 名が参加しております。これは、非常に好評

ですから、来年以降も続けていくつもりでおりま

す。 

 これによりまして、今まで全然なかった学生さ

んが地元の中小企業、こういうところへ就職する

ということが最近ふえております。 

 最後に、先ほど市長から話がありました保護者

のための就活セミナー。これは、先ほども申し上

げましたように、保護者の方が中小企業を理解し

ていないと。やはり大企業志向であると。でも、

これから中小企業というのは、もう日本の 99％を

占めているわけですから、ここのところを元気に

していく、こういうことを我々もぜひ応援してい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 



- 29 - 

 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 市長さん、それから、浜松信用金庫さんから、

いろいろな取り組みをお話しいただきましたが、

大学側はいかがでしょうか。西遠の大学から、ど

なたかございませんか。雨宮先生はいかがですか。 

 

浜松学院大学浜松学院大学浜松学院大学浜松学院大学    学長学長学長学長    雨宮正一雨宮正一雨宮正一雨宮正一    氏氏氏氏    

 １つは、やはり静岡県全体の若者の流出数が全

国でもトップクラスで多いということ、それが、

いわゆるＩターン、Ｕターンという形で回帰して

こないという問題があります。その原因等につい

ては、つぶさにはまだ解明されていないと思いま

すけれども、先ほどもお話があったように、東京

圏が近いということで、ストロー現象といいます

か、大都市圏に吸い取られてしまっているのかな

というように思います。学生と接して感じるのは、

やはり地域に対する愛着というか、地域愛という

とちょっと格好よすぎますけれども、こういった

ものが幼少時から継続的に深められる教育が必

要であると思うのです。もちろん大学でもそうい

った教育内容を重視することが必要だと考えて

います。 

 話は飛びますけれども、就職後の定着率の問題

です。これは具体的な提案と申しますか、我々が

やるべきことのひとつというように思っていま

すけれども、大学の就職課とか就職担当の教職員

は、学生の内定が決まった時点で一応仕事は成功

で終わりというように思いがちです。しかし、実

際には就職した新卒者の３割ぐらいが１・２年で

やめてしまうという実態があります。それは非常

に大きな無駄であり、企業にとっても社会にとっ

ても大損失なわけです。したがって、大学の就職

担当、もしくはその学生のゼミの担当教員等も社

会に出た学生のアフターサービスといいますか、

フォローをやっていくことが非常に重要ではな

いかと思います。 

 現に、仕事についたけれども、いろいろな悩み

を抱えて母校に相談に来る学生もおります。そう

いう学生に適切なアドバイスを送ってやること

が、社会的損失を食いとめるという意味で非常に

重要ではないかなと思ったりするわけです。 

 素朴な提案ですけれども、そういったことを考

えています。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 では、田中先生。 

  

常葉大学常葉大学常葉大学常葉大学    

浜松キャンパス長・副学長浜松キャンパス長・副学長浜松キャンパス長・副学長浜松キャンパス長・副学長    田中誠一田中誠一田中誠一田中誠一    氏氏氏氏    

 常葉大学の田中でございます。私どもは、新聞

等で報道されておりますように、おかげさまで就

職率が全国の平均を大きく上回り、この３年間、

ほぼ 90％近い数字を残しております。これは、手

をこまねいていて、こういう数字が出たわけでは

ございません。実は、かつて文部科学省の助成金

によりまして、就職担任制というテーマで、それ

に取り組んでまいりました。就職担任制というの

は、もちろん学生とキャリアセンターとの情報の

交換、あるいは学生の意欲に対する尻押しという

こともあるわけでございますが、なぜ担任制の中

で担任する者がゼミの教員であるかと申します

と、このゼミの教員が、まずミスマッチがないよ

うに、「あなたの潜在的な能力、あるいは現在保

有する能力からして、こういう企業がいいのでは

ないか。」というような、そういうアドバイスを

常にできるように、ゼミの教員を充てたわけです

ね。 

 もう一つ、この数年、大学を卒業して就職した

者の 30％近くが３年以内に離職している現実、こ

れはやはり大学が世の中に送り出していく段階

で、就職率さえ上げればいいと、どこかへはめれ

ばいいというようなことに余りにも目が向き過

ぎていたのではないか。就職率を上げるというこ

とも大事なのですが、問題は学生の適正と世の中

のニーズとがマッチングしているかどうかの問
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題なのです。 

 そういうことからも、ゼミの教員はゼミの学生

の行く末についての相談役という仕事を、半ば押

しつけるような形でやってきたことが数字にあ

らわれてきたのかなというような気がいたしま

す。 

 そこで、地域への愛着心とか申しますけれども、

本大学では、静岡県内の就職率が 89％で、その中

で浜松周辺、この西部が 80％を超えているのです。

ほとんどのこの地域で就職しているのですね。そ

れはどういうことかというと、地域を愛するとか、

地域になじむとかいうこと以前に、やはり地域の

企業を理解してもらうということをやってきた

成果ではないかと思っています。 

 先ほど浜松信用金庫さんから説明がありまし

たように、私どもは、浜松信用金庫、それから、

遠州信用金庫、磐田信用金庫、この３金庫から講

師を招きまして、非常にリアルな経営学を学生に

教育しているつもりです。私も含めてですけれど

も、大学の教員というのは、物を知ったようで、

意外と世の中のリアルスティックなテーマとい

うのに対して答えられないような講義をする人

が多いものですからこの講義は学生の為に大い

に役立っております。 

 また、今年からの新しい試みで、サゴーホテル

の小野社長、彼に講義に参加してもらう。「実は、

筑波大学へ進学したのは、陸上競技をやるために

行ったので、おやじは必ず会社へ帰ってこいと言

うので、それからアメリカのコーネル大学に行っ

て経営学の学位を取ってきた。」と言う話を聞い

て、経営学の講義の一部をお願いした所、素直に

応じてくれまして、彼に経営学概論を講義して頂

きました。今、自分が経営者としてやっていて、

しかも学問的に学位を取るまで経営学を突き詰

めておりますから、学生も大変喜んで聞いてくれ

ました。 

 ということは、やはり学生にわかりやすい講義

をこれから大学がしていって、その講義が学生の

就職活動、就職活動と言ってしまえば、これは人

生街道の道筋でございますから、この辺のところ

が問題なのかなと思って、鋭意これからも企業の

方、あるいは政界の方にも講義に参加していただ

いて、これを進めていきたいと、このように考え

ています。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 離職率のこと、担当制のこととか、あるいは地

域との連関、企業との連関のご体験を二つの大学

からお話しいただきました。 

 安田先生、よろしいですか。 

  

愛知工科大学愛知工科大学愛知工科大学愛知工科大学    学長学長学長学長    安田孝志安田孝志安田孝志安田孝志    氏氏氏氏    

 愛知工科大学でございますが、三河地域に根ざ

した人財づくりということで、「人・モノ・地域

づくり」コンソーシアムというのを今年の６月に

立ち上げました。その趣旨は、先ほどから人口と

か地域の活性化という話はあるのですが、やはり

活力ある地域というのは、雇用があって仕事があ

ると。その地域自体が富を生み出すということだ

と思っています。 

 三河地域は、実はこの前、愛知県の知事さんが、

愛知県の昨年の工業出荷が 42 兆円で、断トツの

日本一だと言われているのですね。ですが、その

６割強は、実は三河地区なんですね。ですから、

この地域は、やはりそういう製造業が非常に集ま

ったところでございます。もちろんトヨタを頂点

にするのですが、それを支える多くの中堅企業と

いうのが、実は必須なのですね。我々の大学は、

そういうところで求められる人を育て上げまし

ょうと。そのためにどうやるのかというと、要は

企業との連携を深くして、企業で必要を学び、必

要に応える知識とか能力を大学で繰り返して学

んでいくということです。昨年から、１年生から

３年生までのインターンシップを企業さんのご

理解をいただいて始めました。少しずつご理解を

いただいております。 

 それと同時に、大学だけでやるのではなく、も

っと早い段階からエンジニアに憧れを持って勉
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強する、単に進学のために勉強するのではなくて、

こういうものになりたいなという、夢を持って勉

強するためには、高校生、中学生の方に本当のエ

ンジニアの仕事の面白さや先ほどもお話があり

ましたように、中堅企業の仕事の実態を知っても

らう、そういう取り組みをやろうということで、

このコンソーシアムを立ち上げました。このコン

ソーシアムの中には、実は高校にも入っていただ

いています。現在 10 校と、あと２校が希望され

ていまして、このうち５校が工業高校なんですね。

普通科が今のところ３校ですから、もう２校ほど

入ってもらって、あと総合学科が３校でございま

す。 

 それで、どういうことを始めているかといいま

すと、企業の理解を得ながら、中高生にエンジニ

アの仕事の見える化をしていきましょうと。それ

から、缶サットとか、エコカーとかの大会を高校

でもやっていますね。うちの大学で毎年、鈴鹿で

ソーラーカーレースに出たり、アメリカのネバダ

の砂漠でロケットを打ち上げて、ローバーでゴー

ルに戻る競技をやっていますので、それの高校生

版を一緒にやりましょうとか、そういった取り組

みを考えております。高校からも大きな期待をい

ただいておりまして、我々が仲介になって、企業

と高校、さらに中学生の方に、ともかくエンジニ

アリングマインドを持った人を少しでも早い段

階からきっかけをつくっていきたいと考えてい

ます。 

 そうしたマインドを持って大学に入ってこら

れれば、今申し上げたような、４年間のプログラ

ムで企業の期待に応えるような人財を育成して

いこうという、そういう試みをやっています。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 安田先生は東三河ですが、大学の延長上で、東

三河、遠州は余り関係なく、ご発言をいただきま

した。 

 次に南信州ということですが、牧野市長さんか

ら、南信州の人財育成のプロジェクト等について、

お話しいただければと思います。 

  

ＳＥＮＡ副会長ＳＥＮＡ副会長ＳＥＮＡ副会長ＳＥＮＡ副会長／飯田市長／飯田市長／飯田市長／飯田市長    牧野光朗牧野光朗牧野光朗牧野光朗    氏氏氏氏    

 飯田市長の牧野でございます。今日は高大連携

のテーマということで、私どもの地域の高大連携

を中心とした取り組みについて、少しお話をさせ

ていただければと思います。 

 今日は、私どもの地域からは多摩川精機の萩本

副会長、それから、飯田女子短期大学の高松学長

にも参加していただいております。 

 高大連携で、４年生の総合大学を有しない私ど

もの地域にとりまして、飯田女子短期大学の取り

組みは大変重要と考えております。後でまた高松

学長からもそうしたお話をいただければと思い

ます。 

 そうしたこともあるわけですが、私どもの高大

連携のベースになっているネットワークは、前回

のときにも少しご紹介したと思いますが、「学輪

IIDA」というネットワークであります。「学びの

輪、アイ、アイ、デー、エー」と書いて「学輪 IIDA」

といいます。この学輪 IIDA のネットワークは４

年ほど前に設立いたしまして、この三遠南信から

は、今日もご参加いただいております地元の飯田

女子短大はもちろんでありますが、愛知大学、そ

れから、豊橋技術科学大学の先生方にもご参加を

いただいております。全体で 30 大学、約 80 名の

先生方、研究室の皆さん方で構成されているネッ

トワークでありまして、その設立総会時には、今

日は文部科学省の小谷企画官にも来ていただい

ていますが、実は元高等教育局長の徳永さんにも

来ていただいて、知のネットワークの重要性につ

いて講演をいただいたものでございます。 

 そうした学輪 IIDA のネットワークをベースに

いたしまして、高校におけます大学講義の授業を

実施してきております。これは、進学校でありま

す飯田高校あるいは飯田風越高校という高校が

あるのですが、そういったところに大学の先生方

が出向きまして、実際に大学のような形で授業を

していただくということで、高校生の皆さん方に、
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実際の大学の授業はどういうものかという経

験・体験をしてもらうというものであります。こ

れは、法政大学、立命館大学、東洋大学、東京農

工大学等の先生方に今やっていただいてきてお

ります。 

 それから、私どもの地域、この学輪 IIDA のベ

ースになりました南信州・飯田フィールドスタデ

ィ、これは大学から私どもの地域の地域づくり、

産業づくり、人づくり等を学びに来る、そういっ

たフィールドスタディでありますが、昨年度は 18

大学、約 650 人の学生、大学院生の皆さん方が参

加されております。 

 本来であれば、このフィールドスタディは大学

生、あるいは大学院生向けのものでありますが、

これに課題研究の一環といたしまして、高校生に

も参加してもらったりもしております。今年です

と、延べ 68 名の飯田風越高校の高校生にも参加

してもらっていまして、私も総括の講義をしてい

るのですけれども、実際に大学生よりも鋭い質問

をする高校生もいたりしたわけであります。 

 それから、大学との学習交流もやっておりまし

て、高校生が進めております課題研究をその大学

生に発表して意見交換等を行ってもらうと。これ

は東京大学に担当してもらっているのですが、こ

うした取り組みもやっております。 

 それから、地元信州の松本大学と飯田市、それ

から、飯田ＯＩＤＥ長姫高校とがパートナーシッ

プ協定を結んで地域人教育を展開しております。

これは、どうしても部活や塾などでいろいろと忙

しい高校生がいて、地域のことを学ぶ機会が少な

いということに対しまして、何とかそういった機

会をということを捉えて私どもの地域として力

を入れている部分なのですが、特に高校生の講

義・講座の中にそういうものを取り入れてやって

もらっています。ビジネス基礎とか課題研究とい

ったような、そうした授業の中に、こうした地域

人教育を取り入れてもらいまして、この地域のこ

とを学ぶ、そういった仕組みづくりまで、今、ト

ライしているという状況でございます。 

 まだまだ試行錯誤ということはあるわけです

が、こうした高校と大学との連携につきましても、

私どもの地域もそんな取り組みをしているとい

うご報告でございます。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 学輪 IIDA については、もう既に皆さんご承知

だと思いますが、高大連携にも拡大しているとい

うことをご紹介いただきました。 

 南信州ということはないのですが、飯田市女子

短大の高松学長さん、いかがでしょうか。 

  

飯田女子短期大学飯田女子短期大学飯田女子短期大学飯田女子短期大学    学長学長学長学長    高松彰充高松彰充高松彰充高松彰充    氏氏氏氏    

 高松でございます。学輪 IIDA については、市

長さんも今、しっかりお話ししてくださいました

し、私どもからすれば、私どもはスタッフの一部

であり、また、会場等をお貸しするという、そん

な立場です。戸田先生のほうが十分こちらのほう

には詳しいことですから私から言うことはござ

いません。 

 ただ、そんな中で、実はちょっと考えられない

効果が上がっているのも事実なんですね。たくさ

んの先生方、あるいは大学生がこの飯田にやって

まいりますよね。実は、その人たちが発する声と

いうのは、物すごく大きな影響を与える可能性が

あるという事例をちょっとお話しさせていただ

きます。 

 都内から長野県に修学旅行に来る子たちがた

くさんいます。そういう子たちが、とても私ども

からは信じられないことを喜んでするのですけ

れども、何だかわかりますか。草むしりです。長

野県に住んでおります人間からすれば、草むしり

なんていうのは単なる労作で、誰がやるのだとい

うことなんですけれども、草をむしるということ

自体が楽しくて仕方がない。ちょうど初めて雪を

見て、それで雪だるまをつくったり雪合戦をした

りする子供と同じように、草むしりを喜んでやる

んですよね。ですから、何が言いたいかといいま

すと、「私どもは山に囲まれた自然豊かな長野県
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の飯田市です。」と口では言うのですけれども、

内部の人は誰もそれを魅力だと感じていないわ

けですね。ですから、高校生に聞けば、みんな外

へ出たいという状態なのですが、ところが、外か

らわざわざこの田舎に来て、この田舎の魅力をみ

んなで探ろうではないかというプロジェクトを

やっているわけですよね。ですから、そこに来る

人たちは、目をきらきらさせながら私どもの地域

に来るのですよ。そして、発言の中にもそういう

シーンがたくさんあるわけですね。 

 ですから、我々が本来は気がつかなければいけ

ないのだけれども、中にいると当たり前過ぎて何

も見えなくなる。そんな私たちに、実はこの地域

にはまだまだこんな魅力があるのだよというこ

とを外部の方から伝えていただく。これが今、例

えば、この地域の高校生あるいは大学生の地域を

愛する心に少しでもつながっていってほしいな

と思いますし、実際そういう発言もありますので、

そういう意味においてはありがたいなと思うわ

けです。特に私が生まれたのは昭和 39 年ですけ

れども、その当時、実は外に行こうと思ったら飯

田線しかなかったのです。だから、この三遠南信

という地域は、私にとっては物すごく近い地域だ

ったのです。ところが、中央高速道が通りまして、

一番遠い地域になりました。昔は、どの家にも、

飯田の家だったら三ヶ日ミカンの箱があったの

です。ところが、今はありません。みんなもっと

遠くの紀州とか愛媛から来るのです。だから、そ

ちらの箱のほうをかえって多く見かけます。だか

ら私は、一日も早くこの道が通って、またもとの

飯田線主体だったころのように、この地域が、特

に南信にとっては一番近い、本当に地理的には一

番近い地域ですから、そんなつながりがまた生ま

れることを期待して、道路が一日も早く通ること

を期待しております。 

 以上でございます。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 ミカンが非常に現実的だなと感じました。あり

がとうございました。 

 それでは、東三河の取り組みのご紹介をいただ

きたいと思いますが、東三河では、広域経済連合

会での人財育成事業が進みつつありますので、こ

れはトヨテックの小野社長からお願いします。 

  

株式会社トヨテック代表株式会社トヨテック代表株式会社トヨテック代表株式会社トヨテック代表    

取締役社長取締役社長取締役社長取締役社長    小野喜明小野喜明小野喜明小野喜明    氏氏氏氏 

 東三河広域経済連合会ということでやってお

りますが、これは商工会議所・商工会の集まりで

ありまして、年に４回の会合を開いております。

今日もお見えですが、佐原豊橋市長様を初め、い

ろいろな業者の方も入って非常に交流をさせて

いただいている中で、大村愛知県知事の指示のも

とで、そういう行政単位、行政単位といいますか、

行政の仕組みができたものを受けて東三河広域

経済連合会というものをつくり、今、３つのプロ

ジェクトをやっております。 

 そのうちのテーマが自動車、ヘルスケア・観光、

それと人財教育ということで、私が人財教育のプ

ロジェクトの担当ですので、そういう意味でご説

明をさせていただきます。昨年もお話をしており

ますので、ダブることがあるかもしれませんが、

人財育成プロジェクトにつきましては、大学関係

者の皆さん、ここで見ますと、豊橋技術科学大学

さん、愛知大学さん、豊橋創造大学さん、愛知工

科大学さん、私ども商工会議所・商工会、それか

ら、豊川工業高校、公共職業安定所といった皆様

に集まっていただきながら、私どもの地域にある

さまざまな社会人向けのプログラムを人事体系

的に、システム的に再構築しようということで、

今あるものを有効に使おうというような発想で

２年間やってまいりました。 

 １年目は試行錯誤でありましたが、今年、平成

26 年度におきましては、２回目のそういうプログ

ラム、大学でいいますと、シラバスみたいなもの

でありまして、そういうようなものをつくり上げ

ております。 

 情報関係のコミュニケーションも大分よくな
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ってきたなというように思っておりまして、今、

進めておりますのが、商工会議所・商工会側の加

盟企業の人財育成担当者、人事担当者、総務部長、

社長さん等に対して、「こういう形のプログラム

がありますよ」ということをご提供する機会を、

セミナーと言っておりますが、豊川市で 11月に、

それから、１月、２月に豊橋市、蒲郡市というと

ころでやる予定になっております。 

 このセミナー自体も大変熱心にご参加いただ

いておりまして、豊川市で 25 名の方が参加して

いただいております。この中小企業、零細企業に

おける人事教育を体系的に行うということがな

かなか難しい。これは、実はイコール給料とか人

事考課ということにつながるものでありますの

で、そういったものをしっかり提供させていただ

きたいなというように思っております。これにつ

きましては、大学関係の皆様に大変お世話になっ

て情報を提供していただいておりますので、より

充実したものができるようにしていきたいとい

うように思っております。 

 それから、幸いなことに、大学関係者側も大変

ご尽力いただいて、今回、豊橋技術科学大学さん

を中心に「社会人キャリアアップ連携協議会」と

いうものが発足されました。これは、先ほど言い

ました大学の皆さんも含め、愛知県、豊橋市、豊

橋サイエンスコアという会社がありますが、そう

いうところを含めて、そういうものも同じような

形で発足をしております。どちらかというと、私

どもは企業側、教育のシーズ、学校側はどちらか

というとニーズ探しというようなことで、協議会

自身も２つあるような形になりますが、うまいぐ

あいに動きがマッチングしてきているなという

感じにはなってきておりますので、来年にかけて、

また動きが活発になるのではないかというよう

に思っております。 

 いろいろ課題はあります。ですが、少しずつ進

めてまいりたいというように思っております。 

 以上です。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 東三河からは、経済界、商工会議所・商工会が

一体となった人財育成の話をいただきました。 

 大学ということがありましたので、豊橋技術科

学大学の大貝先生、いかがでしょうか。 

  

豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学    副学長副学長副学長副学長    大貝彰大貝彰大貝彰大貝彰    氏氏氏氏    

 豊橋技科大の大貝です。よろしくお願いします。 

 ただいまトヨテックの小野さんから話のあり

ました社会人キャリアアップ連携協議会、これに

ついては、ちょっと後で触れたいと思います。 

 本学、もともと昭和 51 年にこの豊橋の地に大

学ができまして、当初から、この社会貢献、地域

貢献といいますか、ということにはかなり大学と

して力を入れて取り組んできています。その中の

一番象徴的な社会人教育という意味では、集積回

路、ＬＳＩの技術講習会というのを 30 年以上に

わたって毎年続けてきているという実績があり

ます。それ以外にも、工科系の大学ですので、い

ろいろな技術講習会を継続して開催してきてい

るという状況があります。 

 平成 24 年に、２年ちょっと前ですが、そうい

った地域貢献をより強化するために、社会連携推

進本部という、学長直轄の本部を立ち上げまして、

そこでより取り組みを強化していこうというこ

とで、今、進めているところです。 

 これはちょっと自慢話にはなりますけれども、

日経グローカルが毎年、全国の大学に対して地域

貢献度調査というのをやっているのですけれど

も、この順位が今年度、平成 26 年度については、

全国で８位という非常に高評価をいただいてお

ります。これは、昨年は実は 20 位で、その前が

16 位と、毎年ちょっと変動はするのですけれども、

それでも本学はかなり昔から地域には貢献して

いるということです。 

 ちょっと社会人とは違うのですけれども、先ほ

どの地域への学生の定着という話です。先ほど基

調講演の中で大西先生が話しましたが、本学はも

ともと高専生を受け入れていまして、全国から学
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生が集まるのですが、文部科学省が出した資料の

中に、この地域から入学してくる学生の割合と、

この地域に就職していく学生の割合を差し引く

と、就職する学生の割合が高いということで、そ

ういった意味では、実は数は少ないのですけれど

も、地域貢献しているなというのが始めてわかり

ました。私自身は逆だろうと思っていたのですけ

れども、それはやはりこの地域、ものづくり産業

の集積地であるということもあって、やはり雇用

の場がそれなりにあるということの証明かなと。

北海道あるいは九州というのはもう全部、旧帝大

系であっても、いわゆる定着していないという状

況ですけれども、豊橋技科大は逆にプラス。東京

圏と同じような状況にあると。そこはこの地域の

強みかなというように思っております。 

 先ほどの社会人キャリアアップ連携協議会で

すけれども、これについては、前学長でありまし

た榊先生が中心になって、このアイデアを国のほ

うに提案して、それが認められて少しお金がつい

たということで、ことしの 10 月に立ち上げたと

いう次第です。 

 構成メンバーは、先ほど小野さんからもお話が

ありましたように、大学としては、本学と愛知大

学、愛知工科大学、そして豊橋創造大学、４つの

大学が入っています。それから、経済界は東三河

の広域経済連合会、そしてあと、今現在、自治体

としては豊橋市のみになっていますけれども、今

後、東三河全ての市町が参加してくれるだろうと

いうように思っております。そういった意味では、

産官学が一体となった社会人の人財育成プログ

ラムのより効果的なプログラムをつくっていき

たいというように思っております。 

 長くなりますので、このくらいに。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 東三河からのプロジェクトとしては、広域経済

連合会の人財育成ということで、大学からのご発

言もいただきました。 

 それでは、総括的なご意見として、行政から佐

原市長さん、民間から多摩川精機の萩本副会長さ

ん、それからフジヤマの藤山社長さん、コメント

をいただきたいと思います。お願いします。 

  

ＳＥＮＡ副会長／豊橋市長ＳＥＮＡ副会長／豊橋市長ＳＥＮＡ副会長／豊橋市長ＳＥＮＡ副会長／豊橋市長    佐原光一佐原光一佐原光一佐原光一    氏氏氏氏    

 行政施策の説明ではなく、総括的なコメントを

する立場になってしまい、困ったなと思っており

ます。 

 まず、東三河の広域連合が今、各市町村議会に

諮ってございます。12 月議会で何とか設立の見通

しが立つと思っています。三遠南信のいろいろな

場面でも申し上げてまいりましたが、これで動き

出しますので、ご支援のほど、よろしくお願いを

いたします。 

 さて、人財育成、そして、高大連携であったり、

地域との就職に当たってのマッチング、いろいろ

な場面で、結局一番の中心になるのは、一人一人

の個人が一体どうやってなりわいを立てて自分

の人生設計をしていくのかというところに、私た

ちが、最高の答えを自分で見つけ出すための場所

や情報などを提供していくことだろうと思って

おります。 

 高大連携の中では、このラーニングフェスタの

子供さんたちの答えを見ていると、自分たちが学

んでいることの意味、自分がやりたいからこうい

うことを学んでいきたいというように考えてい

ることの意味を、大学で新たに、大学の先生の講

演を通して見つけ出すことができているなとい

うことを強く感じて資料を拝見させていただき

ました。 

 そして、東三河ですと、東三河広域経済連合会

を中心にいろいろ活動していただいています。そ

れで、学生と企業とのマッチングの場所というの

が次の課題になるとおもいます。先ほどから、イ

ンターンシップの話がどこかへ飛んでしまった

という話が出ていますけれども、そういった中で、

企業の中で自分の生きざま、生きがいを見つけ出

すことができるかという話が、もうひとつのステ

ップとして大事な部分であり、それがインターン
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シップなのか、企業説明会であるのか、お父さん、

お母さんを口説くのであるか、いろいろ場面はあ

るかと思いますが、これも個人一人に最高の情報

と場所を提供するための仕掛けづくりというこ

とになろうかと思っています。 

 そんな意味で、就職の人財マッチングのお話は、

ちょうど今週でしたか、ＢＳジャパンの番組で、

WANTEDLY という女性ＣＥＯの会社のご紹介

がありました。これはフェイスブック系を使って、

今のところエンジニア中心に、スキルを持った人

たちに企業情報を提供し、企業とのマッチングを

していくという話です。お話を聞いていると、結

構たくさんの場面で私たちが学ぶべきことがあ

るなという話を見ました。 

 エンジニアを一番刺激して、その会社で働きた

いと思わせるのは、そのエンジニアが頑張れる環

境がその会社にあるということを、しっかり、わ

かりやすい言葉、わかりやすい形で提供すること

だということを言っていました。そういった意味

では、フェイスブックを通じてやるのか、あるい

は、面談をして、社長さんと直接どんな話ができ

るのか、そういったことが、特に地域の企業にと

っては、その場の提供というのはすごく大事であ

るし、場合によれば現場を見てもらって、その中

での活動をつくるということはすごくおもしろ

い話だなと思って、一度しっかりこの会社のやっ

ていることを見てみようと思っているところで

す。 

 いずれにしましても、私たちの今やっている活

動は、そうした場の提供、情報の提供、いろいろ

な場面で、この地域の子供たちにとって、この地

域で活躍できる場所、この地域で生活設計をしっ

かりできる場所を提供できるようになってくる、

それを目指して、私たち行政も民間でやっている

ことサポートし、そして、場合によれば民間でで

きない部分をしっかりやっていかなければいけ

ないと思っております。 

 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 いえいえ、なっていました。ありがとうござい

ます。 

 では、萩本さん、お願いします。 

  

多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社    

代表取締役副会長代表取締役副会長代表取締役副会長代表取締役副会長    萩本範文萩本範文萩本範文萩本範文    氏氏氏氏    

 先ほど大西先生のお話、あるいは安田先生のお

話にも通ずることと思うのですが、今日の会議の

テーマは人財育成ですが、私は地域産業の振興と

人財育成の関係は車の両輪で、鶏と卵の関係だと

思っています。どちらが優先することも、どちら

が先行することもあり得ないと思います。 

 そこで、カナダのケベック州における地域産業

振興の事例を少し紹介したいと思います。 

 なぜ世界第３位の航空機産業がそこに集積し

たのか。実は先月、調査に行ってまいりました。

知の拠点が雪だるまの芯になり、だるま転がしが

産業のスパイラルアップをつくり、大きな雪だる

まをつくることになったというのが私の感想で

あります。 

 ケベック州のつくるノンプロフィットの知の

拠点施設が技術の授受を目指す技術者の交流の

場となり、技術が生まれ、商品が生まれ、事業に

なって、そして、地域産業を進化させ、雇用を創

出し、富が形成され、地域に還元されるというス

キームであります。地域にとってはロングスパン

の先行投資ということにはなりますが、そのよう

な仕組みをどのようにしてつくるのか。長期にな

る回収期間をどう覚悟するのかという課題はあ

るのですが、テーマを決め、焦点を絞り、集中投

資することの重要性を皆さんは強調していまし

た。 

 そこでは地域事情の正確な分析と共通認識が

重要となります。例えば、カナダの人口は 3,000

万人です。そして、ケベック州は 600 万人だそう

です。アメリカの脅威、それから、新興国の脅威

にどう対峙したらいいのか。従来の木材産業、セ

メント産業、繊維産業でこれからを食っていける

のか。雇用は守れるのか、税金は払えるのか、地
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域を守れるかということであります。その結論は、

労働集約型の産業から知識集約型の産業に転換

することしかないということで、航空機産業へ集

中することになったそうであります。 

 では、市民のコンセンサスをどう形成したのか

ですが、それは行政による正確な状況分析、徹底

した情報開示、そして、政治の決断、ぶれない政

策、強いリーダーシップがキーポイントだと言っ

ていました。 

 航空機産業の集積を図るシンクタンクがあり、

それをトータルコーディネートするコンソーシ

アムがあります。教育機関としては名門のマック

ギル大学、モントリオール理工科大学などがあり、

そして、職業訓練学校、航空宇宙専門のカレッジ

などがあり、階層ごとの教育訓練施設をつくって

いったようであります。今はヘルスケア産業だと

か MEMS 産業へも挑戦しているそうです。 

 今、世界中で取り組もうとしているテーマは大

同小異、余り違いはありません。もはや連携など

という生易しい話ではなく、また、企業間競争で

も地域間競争でもなくて、これはもはや国家間競

争の時代だと思います。強烈なリーダーシップと、

そして、知恵が勝負を分けると思います。ですか

ら、教育問題だけを特筆するのではなく、地域産

業の振興という課題と一体的に論ずべきだと思

います。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 藤山社長、お願いします。 

  

株式会社フジヤマ株式会社フジヤマ株式会社フジヤマ株式会社フジヤマ    

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長    藤山義修藤山義修藤山義修藤山義修    氏氏氏氏    

 藤山でございます。今、大変すばらしいお話を

お伺いしまして、私の話をする内容が少し狭い部

分になってしまうのですが。 

 私どもも大学、いろいろ交流を今後深めていき

たいなというところは十分あるのですが、残念な

がら、商売柄というか、職業柄、私どもが行って

いるのは土木関連というか、建設関連の仕事でご

ざいまして、実は、この地域の中に本格的におや

りになっているのは、技科大さん以外には多分な

いのではなかったかなというような気がいたし

ております。そういう意味で、大学との連携も非

常に必要だなということもさることながら、今後、

高校との交流を深めていこうということで、先般、

静岡県内の工業高校の先生からいろいろお話を

いただきました。 

 来月に工業高校の生徒さんの「ものづくりコン

テスト」というのがどうもあるようです。という

のは、学習成果の発表会というのでしょうか。そ

の部門で、私どもの業界からも、審査員になれる

かわかりませんが、そういうところへ行って講評

をしていただきたいと。その後、それをベースに

いたしまして、２月に、今度は工業高校の先生を

対象にしました建設関連業のシンボジウムを行

うよと。それについて、パネラーとして、私ども

のやっている仕事をいろいろお話ししていただ

きたいというようなことをお伺いしました。「何

でだろうな」というように私も考えてみました。

学校、特に中学校、高校の教員の皆さんが、「公

共物というか、橋ですとか、トンネルですとか、

道路はだれが設計しているか知っていますか。」

というと、ほとんどの先生方も理解されていない

のですね。まず、国がやっているですとか、県が

つくっている、それから、市がつくっているとか、

町がつくっているというように言いますけれど

も、現実的には、今、私どものような業界のもの

がほとんど、裏方としてお手伝いをさせていただ

いております。委託というような格好で設計に従

事させていただいているのですが、現実的に、や

はり先生方もよく知らない。先生方に聞いたとき

には、今言った、そういう公共団体がやっている

か、建設会社が設計しているというように思われ

ている方が非常に多いものですから、やはり私ど

もの業界の知名度とか認知度を上げるためにも、

まず、先生方にご理解をしていただかないことに

は、生徒さんにも話がうまく伝えていただけない

のではないのかなと。こういうコンサルタントで
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すとか測量という世界があること自体がなかな

か理解し切れない方もいらっしゃいます。無論、

工業高校の土木系の方ですとか、農業高校の土木

をやっている先生方がいらっしゃいますが、そう

いう方は 100％ご理解いただいているのですが、

そうでない高校の先生方にはなかなかご理解を

いただいていないようですから、機会を見て、今

度は工業高校の先生方にそういったシンポジウ

ムでお話をさせていただく。その後には、いずれ

一般の高校の先生方にもお話をさせていただけ

るチャンスをいただけたらなと思っています。 

 それとは別に、私どもの業界の中で周年事業が

今年ございました。その中で記念誌というのを発

行いたしまして、測量ですとか、それから、土木

関係の設計をやっている技術屋さんの対談集を

今回出しました。その対談集を冊子にいたしまし

て、多分来月か再来月ぐらいには、私どものこう

いう業界が存在しているのだというところを知

っていただくために、県内の高校、女子高校であ

ろうが、それから、商業高校、普通高校、工業高

校もあわせて、全ての高校に配布をさせていただ

きます。子供さん全員分というわけにはいきませ

んが、学校単位でお配りをさせていただいて、

我々のこういう業界があるのだという存在も認

知していただけると非常にありがたいなという

ところです。まず、そういう認知度を上げるとい

うところから、私どもの関係の仕事というのは深

めていきませんと、就職というか、応募しても、

ほとんどの方が、先ほどどなたか先生がおっしゃ

いましたけれども、大手志向がやはり強いので、

地方の中小企業に就職しようというのはなかな

かいないというのが現実です。 

 ＩターンとかＵターンという方が結構います。

ある程度の年齢で、それなりに経験を積まれて静

岡へ帰ってくるという方の話を聞きますと、「親

がもう動けなくなったから帰ってきたのです。」

という、そういう方がやはりほとんどでして、親

御さんがいつまでも元気ならば多分帰ってこな

いのだろうなと。そういう意味では、私どものよ

うな土木関連の技術屋さんが大変不足していま

す。ですから、県内の企業が就職活動で募集して

も、ほとんど集まらないというような状況です。

この土木関連、建設関連にしても、今、全国的に

多分そういう技術屋不足という状況になってい

るのではないかなと思っています。 

 ですから、今、いろいろな業界でもそうですけ

れども、私どもの業界も、やはりインターンシッ

プ制というのを積極的に取り入れて、とにかくこ

ういう業界のおもしろさとか楽しさというのを

知っていただくような努力を今、行っているのが

実態です。 

 そういうことで、よろしくお願いします。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 ここまで人財育成の取り組みのことをお話し

いただきまして、あと 20 分ちょっとであります

が、アクションプランと、今後の進め方のご意見

をいただきたいと思います。ここまでいろいろな

ご意見をいただきました。非常に乱暴に分けると、

学生の人生というライフスタイル面と、それから、

地域の産業という経済面、この両方がかみ合って

初めて回っていくのだろうというように思いま

す。両面からお話をいただきました。 

 アクションプランも非常にいろいろな面があ

るのですが、講師になってやろうというようにお

名前を出していただいた方、お二人、聖隷の山本

理事長とサーラの神野社長にご発言いただきた

いと思います。もちろん講師以外のことでも結構

ですので、お願いします。 

  

聖隷福祉事業団聖隷福祉事業団聖隷福祉事業団聖隷福祉事業団    理事長理事長理事長理事長    山本敏博山本敏博山本敏博山本敏博    氏氏氏氏    

 今まで皆さんのお話を聞いて、もっともだなと。

そういう中で、この地域は、やはり工業といいま

すか、ものづくりのまちということで技術系人材

が必要です。さらに今、少子化で、それから、高

齢化が非常に高い中で、先ほどのフジヤマさんの

ところは建築ですが、同様に３Ｋの仕事とよばれ

ている、医療、介護の事業においても人材確保は
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問題です。ただ、今日の大学、短大等の先生方は、

ほとんどが技術系のお話でして、これから世の中

が半分は高齢者になる、これをどうするのだろう

と。私どもへ学生が就職を、介護とか建築のほう

へ行きたいと言っても、最近は親が反対するとい

うような状況です。今日はインターンシップのお

話があるということで私は参ったのですが、そう

いう中で、大学の就職担当と、この産業界のほう

の職員の募集と、かなりミスマッチといいますか、

就職してもすぐやめる人もいるし、また、高大の

ほうのミスマッチも、先ほど浜松市長からもお話

があったように、そういうミスマッチがある中で、

長いお話をしてもいけませんが、大学と産業界の

話というのは、本当にお互いのコミュニケーショ

ンがとれているのだろうかというのを私は一番

思います。私のところへ聞きに来たこともないし、

こちらのほうからお願いということもないし、こ

れは何とかしなければいけないなと。 

 今日、お話の中で、インターンシップで産業界

側が自分達のやっている仕事もこれだけすばら

しいのだ、ということを実地で伝えることだけで

なく、産業界側が大学へ出向いて行って伝えるこ

とも、当方の専門職、ドクターやナースも含めて、

何なりと協力をしたい。 

 それから、また働く現場を理解しないと、ライ

センスを取って就職しても、こんなはずではなか

ったということが大変に多くて早期退職になっ

ているものですから、できる限り、実習とか研修

の場を私どもは用意したい。 

 また、大学の就職担当の皆さん、スタッフと、

産業界の現場のスタッフとの頻回のお話し合い

も必要でしょう。 

こういうことをご提案申し上げて、時間がありま

せんので、お願いを申し上げるだけですいません。

よろしくどうぞ。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 では、神野さん、お願いします。 

  

株式会社サーラコーポレーション株式会社サーラコーポレーション株式会社サーラコーポレーション株式会社サーラコーポレーション    

代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長    神野吾郎神野吾郎神野吾郎神野吾郎    氏氏氏氏    

 私どもは東三河と浜松と両方、いろいろリクル

ート活動を会社としてもしていまして、実は、ち

ょっと細かい話ですけれども、東三河とか愛知県

のほうでリクルートするときは名古屋なんです

ね。浜松というか、静岡県のほうのときというの

は、もちろん浜松というのもあるのですけれども、

東京になってしまうんですね。すごく不便なんで

すね。ですから、できれば三遠南信というような、

１つの生活のエリアとしての、今日、大西先生か

らもブランドというような話もありましたけれ

ども、とにかく、生活が豊かにできるまちなんだ

ぞ、地域なんだぞというようなことをもっともっ

と全国的に発信をするということをお願いした

いなと。これがやはり、この地域の人たちが地域

に残るということもありますし、それから、東京

だとか、いろいろなところに出ていった人が、ま

たＵターンとかＩターンということで、非常にい

い人財が来るということのそのデザインづくり

みたいなことをやる必要がある。 

 そのときには、これからの時代というのは、文

化だとか、スポーツだとか、例えば、プロスポー

ツの応援するチームがあるとか、そういうような

ことも非常に重要で、一体としてそういうことを

やっていく必要があるのではないかなというよ

うに思います。これは欧米の都市などはどこでも

そうですよね。それで、キャリアイメージととも

に、ライフイメージというものをつくっていくと

いうことが必要かなというように思います。 

 先ほど小野さんが本当はお話しするべきだっ

たのですけれども、昨年、技科大がペナン校とい

う分校を開校したので、先週、ここ３人と、あと

20 人ぐらいですけれども、東三河の商工会議所で

マレーシアに行ってきました。技科大の、特にア

セアンの留学生、過去にたくさんの人がいるので

すけれども、そういう人たちのネットワークづく

りをしようということで、毎年１回ぐらい、どこ

かへ行って、卒業生を集めて交流会をやろうとか、
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そういうことを始めました。今年は技科大のペナ

ン校のところにも行きました。 

 そのときにおもしろかったのは、パナソニック

とモトローラという工場２つを視察したのです

けれども、パナソニックは、どちらかというと日

本のものづくりを海外移転している工場なんで

すね。自動車産業のカーナビだとかそういうもの

をつくっているわけです。これはきちんとした工

場です。ただ、モトローラは、モトローラ・ソリ

ューションズといって、要するに軍需だとか警察

だとか、そういう特殊な携帯というか、トランシ

ーバーというか、通信機器をつくるというように

戦略シフトしているのですね。 

 ペナンは、もともとインテルが進出したことか

ら、電子部品の技術的に拠点になっているわけで

す。その中で、シカゴに本社がありますけれども、

アジア地区の開発拠点にするというようなこと

で、人財も各大学と非常に緊密な関係をつくって、

こういう技術者がこういうように欲しいという

ことをすごく明確に打ち出して、成績などもＧＰ

Ａとかそういうのでインターンシップなども含

めて、もう全部オープンでシステム化しているの

ですね。かつアセアンじゅうから人財を集めると

いうようなプログラムがすごくはっきりしてい

ます。 

 さらにびっくりしたのは、これはペナンだけな

のか、マレーシアだけなのか、今、調査中ですけ

れども、外国から優秀な人が来ると所得税まで特

例をするとか、そういうプログラムまで持ってい

ると。給料もです。ですから、インターンシップ

自体も、お客さんではちょっと言葉が悪いのです

けれども、お客さんではなくて、本当に技術開発

を一体化する中でのインターンシップ制度。それ

から、さらに就職、キャリアデザインというよう

なことが非常にきちんとできていて、これは日本

はもう開発拠点としても負けてしまうのではな

いかなどいうような感想を持ちました。多分アジ

ア中のいろいろな都市がそういうことを今、考え

ているのだと私は思うのですね。 

 ですから、今日もずっと、ものづくりだとかテ

クノロジー、エンジニアの話がありましたけれど

も、やはりこれにフォーカスするのであれば、そ

この部分についてのきちんとしたプログラムと

いうのをもっともっとつくっていく。 

 それから、やはり生活が大事ですから、生活を

バックアップするような雇用の部分のデザイン

ですね。これをきちんとつくっていくということ

が大事。グローバル化の時代ですので、これは余

り内向きな話ではなくて、全体に、世界にも発信

できるようなものの中で地域で大切にするとい

うようなことが必要ではないかなというように

思います。 

 以上、提案です。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 もう時間がなくなってまいりまして、１つずつ

の話をどれも発展させたいと思うのですが、途中

で切らせていただいて、失礼します。 

 今後の進め方ですが、冒頭、鈴木市長さんから

お話がありましたように、この会議は３年で１つ

の区切りということになりますので、ではこれか

らどういうように考えておけばいいだろうかと

いうことについてご発言を最後にいただきたい

と思いますが、佐藤先生、いかがでしょうか。 

  

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    学長学長学長学長    佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦    氏氏氏氏    

 １つは、やはり何らかの継続性を担保したほう

がいいのではないだろうかなというように思い

ます。先ほど、プランの進捗状況について、三遠

南信サミットは毎年必ず開催されますので、その

場面で発表していただいて、そして、それに対し

て、例えばですけれども、首長さんとか経済関係

の方からコメントをいただくというようなこと

は、やはりあってもいいのかなというように思い

ます。 

 それから、もう一つは、事前にワーキングとい

うのが開催はされているのですけれども、情報交

換、意見交換を次にどう展開させていくのかとい
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うことをそろそろ考えてもいい時期なのかなと。

そういう意味においては、これは、先ほど小野さ

んとか大貝先生のほうからご紹介がありました

が、今日、私、実はチラシを持ってきたのですけ

れども、東三河の社会人キャリアアップ連携協議

会というのがあるのですが、間接的な情報でしか

私は理解していないですけれども、聞くところに

よると、何か新しいことをするということもそう

ですけれども、既に取り組まれているものについ

て、１つのマトリックスの中に整理をするという

ようなことも行われているというように聞いて

います。例えば、今日こういうところで出された

情報も、こういうことについてはどういうことを、

産業界なり、大学側なり、あるいは高校側なりが

やっているというところを集約していく、整理を

していくということも必要なのかなと。 

 おかげさまで、各大学のホームページはＳＥＮ

Ａのホームページとリンクをしておりますので、

大学のそれぞれの概要についての情報はそこで

知ることができるのですが、今度は、それぞれの

大学のトータルの情報ではなくて、あるこのテー

マについては、この大学ではこうやって、この大

学でこうやってということが一覽として見られ

るような、そういう作業をしていただけるとあり

がたいのかなと。 

 あわせて、もう一つだけ申し上げさせていただ

くと、やはり何のために三遠南信地域という単位

で人財養成ということを産業界と大学、あるいは

高校とが連携をして考えるのかという、そこのと

ころですよね。ここのところがやはりまだはっき

りしていないなという感じが私自身はしていま

す。今回のアンケート結果を見ると、定住・定着

ということについては点数が低いという話なの

かもしれませんけれども、では、その定住・定着

ということを考えないのであればどういうこと

を考えるのか。例えば、Ｕターンに重点を置くの

か、それともＩターンに重点を置くのか。それく

らいのところは少し大上段で議論するような場

がやはり継続してあったほうがいいのかなとい

う感じがしています。例えば、三遠南信地域の経

済界として、どういう人財を大学に求めるのか、

高校に求めるのか。個別にはご意見を拝聴してお

りますけれども、そのあたりについて、もう少し

集約できるのであれば、では、それに向けてどう

いうプロジェクトを組んでいくのかという話が

次の段階でできるのかなというように思います。

ちょっと感想めいた話で恐縮ですが、よろしくお

願いします。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 では、続いてのことで、大貝先生、よろしくお

願いします。 

  

豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学豊橋技術科学大学    副学長副学長副学長副学長    大貝彰大貝彰大貝彰大貝彰    氏氏氏氏    

 先ほど、私の説明の中で協議会の説明を余りせ

ず、端折ってしまいました。 

 今、協議会のほうでは、ホームページをもう既

に立ち上げています。そこに入っていただくと、

それぞれ経済界、あるいは大学、市、株式会社サ

イエンス・クリエイトですけれども、それぞれで

やっている人財育成のプログラムが全て見られ

るというか、そこにアクセスできるような形にな

っています。今後は協議会の中でそういったプロ

グラムで重複した部分があったりしますので、そ

れをより効率的にというのか、連携をきちんと図

って、例えば、大学でまずは基礎的な講座をやっ

て、それから市のほうでさらに高度なプログラム

をやると。逆の場合もあるかもしれません。同じ

テーマでも少しステップアップするような講座

をそれぞれが分担しながらやるというような、そ

ういう効率的なプログラムの開発というのをこ

れからやっていこうというように考えていると

ころです。 

 あともう一つ。地域になかなか学生が就職しな

いということですが、学生というのはどうしても

大企業といいますか、東京の企業を志向してしま

うというか、就職活動するときに、ホームページ

で探すのは、やはり大きな企業なんですね。それ

は世の中に知られているというのがあるので、つ
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いそちらのほうに走ってしまう。先ほどから地元

の経済界の方からいろいろな話が出ていますけ

れども、この地域には優れた企業がたくさんあり

まして、それを学生は全く知らないんですね。だ

から、非常に魅力的な企業があるにもかかわらず、

学生が知らないというところに一番大きな問題

があるような気がして、もっと企業の側、あるい

はＳＥＮＡのようなところからうまく情報発信

をしてもらえると、学生もそれなりに地域に目を

向けるのかなという気がしております。 

 以上です。 

  

コーデコーデコーデコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーィネーター／ＳＥＮＡアドバイザーィネーター／ＳＥＮＡアドバイザーィネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。佐原市長さん。 

  

ＳＥＮＡ副会長／ＳＥＮＡ副会長／ＳＥＮＡ副会長／ＳＥＮＡ副会長／豊橋市長豊橋市長豊橋市長豊橋市長    佐原光一佐原光一佐原光一佐原光一    氏氏氏氏    

 今、情報発信ということで、ホームページを開

いてというのですけれども、ホームページで待っ

ていると来ない。だから、フェイスブック系みた

いに、登録していれば自動的に届くというやり方

をして、インターンシップなどの場所の提供があ

ったり、企業とのマッチングの場とか、企業から

出張出前講座やったりと、いろいろなものが地域

で学んでいる子たちに自動的に届いていく。そし

て、その中で自分たちが選んで、その場所に参加

をするという仕掛けにしないと、ホームページを

開いていますよと言っても、きっと情報は届かな

いのだと思います。そこのところは私たちとして

できる仕事であるならば、そういう形態に切りか

えていって、「それぞれ大学、高校で学んでいる

子たちで、地元で何とか働きたいと思っている子

は登録していってくださいよ。」という形にして

いったらいかがでしょうかね。今、お話を伺って

いて思ったことです。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 ほかにございますか。では、萩本さん、お願い

します。 

  

多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社多摩川精機株式会社    

代表取締役副会長代表取締役副会長代表取締役副会長代表取締役副会長    萩本範文萩本範文萩本範文萩本範文    氏氏氏氏    

 今、大手志向というお話がありましたけれども、

なぜ大手志向になるかといえば、発信力の差なん

ですよね。だから、社名であるにせよ、商品であ

るにせよ、見たり聞いたりする機会が多いから、

若者たちは注目するということなのですよね。で

すから、中小企業がどうしたらいいかといえば、

同じ発信力を持たない限り、集まらないと思うの

です。しかし、１社１社ではその力は及びません

ので、地域がそこをカバーするしかないのです。

地域としてフォーカスする戦略がない限り、中小

企業あるいは地域に誘引することは無理だと思

うのです。先ほど申しましたように、なぜケベッ

クという町に、あれほどまでに航空機産業が集積

できたのか。 

 マックギル大学の工学部長とミーティングし

ました。工学部長は、「工学部には 150 人のプロ

フェッサーがいます。その中の何と 40 人は航空

関係者です」と。「えっ、何で名門の大学で、そ

んなに偏ったプロフェッサーをそろえるのだ。」

と聞くと、「いや、そうじゃないのだ。結果とし

てそうなっただけだ。この地域を目指して、世界

から航空関係の技術にあやかりたいといってや

って来るのだ。」という返事でした。その地域に

行けば、そういう産業にあやかることができ、そ

のエンジニアになれる。そんな将来があるからそ

こへ行くのだという。地域戦略が実にうまく回っ

ていると思うのですよね。 

 ですから、三遠南信も、全人的な教育をしてい

ただくよりも、もっと地域産業とリンクする形で、

「あそこへ行けば、あれが学べる。そして、そこ

へ行けば、そういう職業がある。」というふうに、

企業を選ぶのではなく、地域を選ぶような戦略を

打っていくべきではないのかなと思います。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    



- 43 - 

 

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 他はよろしいでしょうか。では、佐藤先生。 

  

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    学長学長学長学長    佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦佐藤元彦    氏氏氏氏    

  大手企業云々という話との関係でいくと、こ

れは多少個人的な感想にもなるのですけれども、

我々のような文系中心の大学の中で、やはりその

課題は、雇われ身の教育しかしてこなかったなと

いうのはすごく感じます。これは以前紹介したか

どうか忘れましたけれども、韓国の大学と、それ

から、中国の大学と日本の大学、これは愛知大学

だけではなくて、四国等々も含めて、1,000 人ぐ

らいにアンケート調査をやったことがあるので

すけれども、いわゆるなりわいを起こす、起業と

いうことに関心がある学生は、圧倒的に日本の学

生は少ないです。さらに、韓国の大学や中国の大

学で、では、その起業のシーズをどこで見つける

かというかというと、圧倒的に大学なんですね。

だから、そこのあたりの大学の在り方がやはりち

ょっとこれから問われてくるのかなと。今の地域

の産業との連携という話と含めて、その辺もやは

りポイントになるのかなということを感想とし

て持ちました。 

  

コーディネーター／ＳＥＮコーディネーター／ＳＥＮコーディネーター／ＳＥＮコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーＡアドバイザーＡアドバイザーＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 他はよろしいでしょうか。では、安田先生。 

 

愛知工科大学愛知工科大学愛知工科大学愛知工科大学    学長学長学長学長    安田孝志安田孝志安田孝志安田孝志    氏氏氏氏 

 これは、３年たって、一応１つの区切りだとい

うことなのですが、もともと必要があってやった

と思うのですよね。企業で人間が伸びるのは、や

はり必要に迫られて、それに応える中で成長する

わけですよね。ですから、どの部分がその必要に

きちんと今応えられたのか、それの総括をして、

もう必要がないのであればやめればいいので、あ

るのであれば、それを達成するために絞り込んで

いくとか、そういうことがいいのではないかと思

います。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 ありがとうございました。 

 すぐ今、それに答えることができないのですが、

今日もたくさんご意見をいただいて、経済面、そ

れから、生活面、方法面、哲学の部分ということ

もありました。大西先生の講演でありましたが、

大学、地域自身も変わり目です。産業も多分変わ

り目ということだと思うのですが、そこでどうい

うソリューションを見つけていくか、そこでの役

割が各自問われているのだと思います。 

 では、時間ですので、最後に、恒例になります

が、恒例というのは変ですね、鈴木市長さんから

おまとめをお願いします。 

  

⑦まとめ⑦まとめ⑦まとめ⑦まとめ    

ＳＥＮＡ会長／ＳＥＮＡ会長／ＳＥＮＡ会長／ＳＥＮＡ会長／浜松市長浜松市長浜松市長浜松市長    鈴木康友鈴木康友鈴木康友鈴木康友    氏氏氏氏    

 今日も本当に熱心なご議論をいただきまして、

ありがとうございました。 

 今日伺っていまして、人財育成の議論というの

は、地域の活性化とか、あるいは地域産業の育成

とか、そういうものと密接不可分であるというこ

とが、１つ、大きな軸になっていたのではないか

なということで、引き続き、このテーマについて

取り組んでいくということでございますので、や

はりプラットホームとしてのＳＥＮＡが一番こ

れは適切かなと。ただ、深掘りしていく個々のい

ろいろなプロジェクト、また、動いている事業等

については、それぞれ皆さんが、そのプロジェク

ト等を鋭意取り組んでいただければと思います

し、今、アクションプランの中で行っている取り

組みにつきましては、先ほど報告がありましたよ

うに、サミットの場等で、その進捗状況等につい

てお話をしていきたいというように思います。 

 それから、また、発信ということが非常に大事

だということも今日挙がっておりまして、先ほど

神野社長から、「この地域は非常に暮らしやすい、

いい場所だ、いい地域なのだということで発信し
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ていけ」と。実は私も全く同じ意見を持っていま

して、これは浜松でやろうと思っていたのですけ

れども、いかに暮らしやすいかということを発信

していくと。ここがいいとか悪いとかではなくて、

トータルとして、この地域が非常に暮らしやすい、

ストレスのない地域なのだということを発信し

ていくというのは、私は非常に大事だなと思って

います。 

 例えば、今年、厚生労働省が発表した 20 大都

市の中で、浜松市が健康寿命が男女とも日本一だ

という結果が出たのですね。恐らく、この三遠南

信地域全体がそういうことになっているだろう

と思うのですけれども、これは私がいろいろなマ

スコミの人にも言っているのは、「この地域が非

常に暮らしやすくて、ストレスのないところだか

ら、結果として健康寿命が長いのだ。」というよ

うなお話もしているのですけれども、雇用の場が

あるとか、働く場所が魅力的だということと同時

に、ここは生活の場として非常に魅力的だという

ことを、またこれは三遠南信地域全体として発信

をしていくということも非常に大事だなという

ように思いました。 

 今日で、この円卓会議というのは一応ここで区

切りになるわけですけれども、今後、こうした情

報交換の場が必要であるというご意見も幾つか

ございましたし、これは、これから少し事務局の

ほうで詰めていただきまして、今後、もし必要と

いうことであれば、どういう形で継続をしていく

のかということについては、また皆さんにお諮り

をしていきたいというように思います。 

 以上でございます。 

  

コーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザーコーディネーター／ＳＥＮＡアドバイザー    

愛知大学愛知大学愛知大学愛知大学    教授教授教授教授    戸田敏行戸田敏行戸田敏行戸田敏行    氏氏氏氏    

 それでは、円卓会議はここまでで終了とさせて

いただきます。どうもありがとうございました。 

  

⑧閉会⑧閉会⑧閉会⑧閉会    

司会：司会：司会：司会：浜松市企画部長浜松市企画部長浜松市企画部長浜松市企画部長    寺田賢次寺田賢次寺田賢次寺田賢次    

 戸田先生、ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、第３回三遠南信

地域産学官人財育成円卓会議を終了させていた

だきます。 

 皆様方には、長時間にわたりましてご討議いた

だきまして、誠にありがとうございました。 


